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(57)【要約】
　様々なトーンプランに従ってワイヤレスメッセージを
供給するための方法および装置は、命令を記憶するメモ
リを含むシステムを含むことができる。システムは、メ
モリと結合されたプロセッサをさらに含む。プロセッサ
は、個々のデバイスへの割振りのための、４８個のデー
タトーンと４つのパイロットトーンとを含む５２個のト
ーンのセットと、個々のデバイスへの割振りのための、
１０２個のデータトーンと４つのパイロットトーンとを
含む１０６個のトーンのセットとのうちの少なくとも１
つに従ってワイヤレス通信のためのメッセージを生成す
るために命令を実行するように構成される。プロセッサ
は、送信のためにメッセージを供給するために命令を実
行するようにさらに構成される。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信を実行するように構成された装置であって、
　命令を記憶するメモリと、
　前記メモリと結合されたプロセッサと、を備え、前記プロセッサは、
　　　個々のデバイスへの割振りのための、４８個のデータトーンと４つのパイロットト
ーンとを備える５２個のトーンのセットと、
　　　個々のデバイスへの割振りのための、１０２個のデータトーンと４つのパイロット
トーンとを備える１０６個のトーンのセットと、
　　のうちの少なくとも１つに従ってワイヤレス通信のためのメッセージを生成すること
と、
　　送信のために前記メッセージを供給することと、
　を行うために前記命令を実行するように構成された、装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、１６のインターリーバ深度と１１のベースサブキャリア回転とを使
用して、５２個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために、符号
化データをインターリーブするために前記命令を実行するようにさらに構成された、請求
項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、前記メッセージを送信するために使用される各空間ストリームのた
めの単一のサブキャリアごとのコード化ビット数の３倍に等しい数のインターリーバ行を
使用して、５２個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために、符
号化データをインターリーブするために前記命令を実行するようにさらに構成された、請
求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、３の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（
ＤＴＭ）を使用して、５２個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージの
ために、前記メッセージのトーンをマッピングするために前記命令を実行するようにさら
に構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記プロセッサは、１７のインターリーバ深度と２９のベースサブキャリア回転とを使
用して、１０６個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために、符
号化データをインターリーブするために前記命令を実行するようにさらに構成された、請
求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記メッセージを送信するために使用される各空間ストリームのた
めの単一のサブキャリアごとのコード化ビット数の６倍に等しい数のインターリーバ行を
使用して、１０６個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために、
符号化データをインターリーブするために前記命令を実行するようにさらに構成された、
請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記プロセッサは、６の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（
ＤＴＭ）を使用して、１０６個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージ
のために、前記メッセージのトーンをマッピングするために前記命令を実行するようにさ
らに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記プロセッサは、バイナリ畳み込みコードインターリービングを使用するとき、４つ
以下の空間ストリーム上での送信のために前記メッセージを供給するように構成された、
請求項１に記載の装置。
【請求項９】
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　前記装置は移動局であり、前記プロセッサは、前記移動局をサービスするアクセスポイ
ントに、前記移動局の送信機とアンテナとを通して前記メッセージを送信するように構成
されることによって、送信のために前記メッセージを供給するように構成された、請求項
１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記装置はアクセスポイントであり、前記プロセッサは、前記アクセスポイントによっ
てサービスされる移動局に、前記アクセスポイントの送信機とアンテナとを通して前記メ
ッセージを送信するように構成されることによって、送信のために前記メッセージを供給
するように構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　　個々のデバイスへの割振りのための、４８個のデータトーンと４つのパイロットトー
ンとを備える５２個のトーンのセットと、
　　個々のデバイスへの割振りのための、１０２個のデータトーンと４つのパイロットト
ーンとを備える１０６個のトーンのセットと、
　のうちの少なくとも１つに従ってワイヤレス通信のためのメッセージを生成することと
、
　送信のために前記メッセージを供給することと、
　を備える方法。
【請求項１２】
　前記メッセージを生成することは、５２個のトーンの前記セットに従って前記メッセー
ジを生成することを備え、前記方法は、１６のインターリーバ深度と１１のベースサブキ
ャリア回転とを使用して、５２個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセー
ジのために、符号化データをインターリーブすることをさらに備える、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記メッセージを生成することは、５２個のトーンの前記セットに従って前記メッセー
ジを生成することを備え、前記方法は、前記メッセージを送信するために使用される各空
間ストリームのための単一のサブキャリアごとのコード化ビット数の３倍に等しい数のイ
ンターリーバ行を使用して、５２個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセ
ージのために、符号化データをインターリーブすることをさらに備える、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記メッセージを生成することは、５２個のトーンの前記セットに従って前記メッセー
ジを生成することを備え、前記方法は、３の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーン
マッピング距離（ＤＴＭ）を使用して、５２個のトーンの前記セットに従って生成された
前記メッセージのために、前記メッセージのトーンをマッピングすることをさらに備える
、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記メッセージを生成することは、１０６個のトーンの前記セットに従って前記メッセ
ージを生成することを備え、前記方法は、１７のインターリーバ深度と２９のベースサブ
キャリア回転とを使用して、１０６個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッ
セージのために、符号化データをインターリーブすることをさらに備える、請求項１１に
記載の方法。
【請求項１６】
　前記メッセージを生成することは、１０６個のトーンの前記セットに従って前記メッセ
ージを生成することを備え、前記方法は、前記メッセージを送信するために使用される各
空間ストリームのための単一のサブキャリアごとのコード化ビット数の６倍に等しい数の
インターリーバ行を使用して、１０６個のトーンの前記セットに従って生成された前記メ
ッセージのために、符号化データをインターリーブすることをさらに備える、請求項１１
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に記載の方法。
【請求項１７】
　前記メッセージを生成することは、１０６個のトーンの前記セットに従って前記メッセ
ージを生成することを備え、前記方法は、６の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トー
ンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用して、１０６個のトーンの前記セットに従って生成さ
れた前記メッセージのために、前記メッセージのトーンをマッピングすることをさらに備
える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　バイナリ畳み込みコードインターリービングを使用するとき、４つ以下の空間ストリー
ム上での送信のために前記メッセージを供給することをさらに備える、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１９】
　前記方法は移動局上で実行され、
　送信のために前記メッセージを供給することは、前記移動局をサービスするアクセスポ
イントに、前記移動局の送信機とアンテナとを通して前記メッセージを送信することを備
える、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記方法はアクセスポイント上で実行され、
　送信のために前記メッセージを供給することは、前記アクセスポイントによってサービ
スされる移動局に、前記アクセスポイントの送信機とアンテナとを通して前記メッセージ
を送信することを備える、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　個々のデバイスへの割振りのための、４８個のデータトーンと４つのパイロットトー
ンとを備える５２個のトーンのセットと、
　　個々のデバイスへの割振りのための、１０２個のデータトーンと４つのパイロットト
ーンとを備える１０６個のトーンのセットと、
　のうちの少なくとも１つに従ってワイヤレス通信のためのメッセージを生成するための
手段と、
　送信のために前記メッセージを供給するための手段と、
　を備える装置。
【請求項２２】
　１６のインターリーバ深度と１１のベースサブキャリア回転とを使用して、５２個のト
ーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために、符号化データをインター
リーブするための手段をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記メッセージを送信するために使用される各空間ストリームのための単一のサブキャ
リアごとのコード化ビット数の３倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、５２個の
トーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために、符号化データをインタ
ーリーブするための手段をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　３のマッピング距離（ＤＴＭ）のための低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーン手
段を使用して、５２個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために
、前記メッセージのトーンをマッピングするための手段をさらに備える、請求項２１に記
載の装置。
【請求項２５】
　１７のインターリーバ深度と２９のベースサブキャリア回転とを使用して、１０６個の
トーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために、符号化データをインタ
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ーリーブするための手段をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記メッセージを送信するために使用される各空間ストリームのための単一のサブキャ
リアごとのコード化ビット数の６倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、１０６個
のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのために、符号化データをイン
ターリーブするための手段をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　６のマッピング距離（ＤＴＭ）のための低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーン手
段を使用して、１０６個のトーンの前記セットに従って生成された前記メッセージのため
に、前記メッセージのトーンをマッピングするための手段をさらに備える、請求項２１に
記載の装置。
【請求項２８】
　バイナリ畳み込みコードインターリービングを使用するとき、４つ以下の空間ストリー
ム上での送信のために前記メッセージを供給するための手段をさらに備える、請求項２１
に記載の装置。
【請求項２９】
　前記装置は移動局を備え、
　送信のために前記メッセージを供給するための前記手段は、前記移動局をサービスする
アクセスポイントに、前記移動局の送信機とアンテナとを通して前記メッセージを送信す
るための手段を備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項３０】
　実行されたとき、装置に、
　　個々のデバイスへの割振りのための、４８個のデータトーンと４つのパイロットトー
ンとを備える５２個のトーンのセットと、
　　個々のデバイスへの割振りのための、１０２個のデータトーンと４つのパイロットト
ーンとを備える１０６個のトーンのセットと、
　のうちの少なくとも１つに従ってワイヤレス通信のためのメッセージを生成することと
、
　送信のために前記メッセージを供給することと、
を行わせる命令を備える非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、様々なトー
ンプランに従ってメッセージを供給するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る、地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークはそれぞれ、ワイドエ
リアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）に指定
され得る。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続する
ために使用される交換／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信
のために採用される物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤード対ワイヤレス）、および使
用される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯ
ＮＥＴ（同期光ネットワーキング：Synchronous Optical Networking）、イーサネット（
登録商標）など）によって異なる。
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【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、し
たがって動的接続性の必要を有するときに、またはネットワークアーキテクチャが、固定
ではなくアドホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワー
クは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用して、非誘導伝
搬モードで無形物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、固定ワイヤ
ードネットワークと比較して、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを可能にする
。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワーク中のデバイスは、互いの間で情報を送信／受信すること
ができる。デバイス送信は互いに干渉することがあり、いくつかの送信は他の送信を選択
的に阻止することがある。多くのデバイスが通信ネットワークを共有する場合、輻輳およ
び非効率的なリンク使用が生じることがある。したがって、ワイヤレスネットワークにお
ける通信効率を改善するためのシステム、方法、および非一時的コンピュータ可読媒体が
必要とされる。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]添付の特許請求の範囲内のシステム、方法およびデバイスの様々な実装形態は、
それぞれいくつかの態様を有し、それらのうちの単一の態様が、単独で、本明細書で説明
する望ましい属性を担当するとは限らない。添付の特許請求の範囲を限定することなしに
、いくつかの顕著な特徴について本明細書で説明する。
【０００６】
　[0006]本明細書で説明する主題の１つまたは複数の実装形態の詳細が、添付の図面およ
び以下の説明に記載されている。他の特徴、態様、および利点は、説明、図面、および特
許請求の範囲から明らかになるであろう。以下の図の相対寸法は一定の縮尺で描かれてい
ないことがあることに留意されたい。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、メッセ
ージのワイヤレス通信のための６４トーンプラン、１２８トーンプラン、２５６トーンプ
ラン、５１２トーンプラン、および１０２４トーンプランのうちの１つから選択するよう
に構成された処理システムを含む。６４トーンプランは、３８のデータトーン、４０のデ
ータトーン、４２のデータトーン、４４のデータトーン、４６のデータトーン、および４
８のデータトーンのうちの１つと、６４トーンプランが少なくとも１つの直流トーンを備
えるとき、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン
、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイロットトーンのう
ちの多くとも１つと、６４トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、１
４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、８のパイロ
ットトーン、６のパイロットトーン、および４のパイロットトーンのうちの多くとも１つ
と、６４トーンプランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、１２のパイロットト
ーン、１０のパイロットトーン、８のパイロットトーン、６のパイロットトーン、および
４のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを含む。１２８トーンプランは、９６のデ
ータトーン、９８のデータトーン、１００のデータトーン、１０２のデータトーン、１０
４のデータトーン、および１０６のデータトーンのうちの１つと、１２８トーンプランが
少なくとも３つの直流トーンを備えるとき、１８のパイロットトーン、１６のパイロット
トーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、
および８のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、１２８トーンプランが少なくとも
５つの直流トーンを備えるとき、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１
２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、８のパイロットトーン、および６のパ
イロットトーンのうちの多くとも１つと、１２８トーンプランが少なくとも７つの直流ト
ーンを備えるとき、１４個のパイロットトーン、１２個のパイロットトーン、１０個のパ
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イロットトーン、８つのパイロットトーン、および６つのパイロットトーンのうちの多く
とも１つとを含む。２５６トーンプランは、２１６のデータトーン、２１８のデータトー
ン、２２０のデータトーン、２２２のデータトーン、２２４のデータトーン、２２５のデ
ータトーン、２２６のデータトーン、２２８のデータトーン、２３０のデータトーン、お
よび２３０のデータトーンのうちの１つと、２５６トーンプランが少なくとも３つの直流
トーンを備えるとき、２６のパイロットトーン、２４のパイロットトーン、２２のパイロ
ットトーン、２０のパイロットトーン、１８のパイロットトーン、１７のパイロットトー
ン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、およ
び１０のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なくとも５
つの直流トーンを備えるとき、２４のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、２０
のパイロットトーン、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１５のパイロ
ットトーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトー
ン、および８のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なく
とも７つの直流トーンを備えるとき、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン
、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１３の
パイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイ
ロットトーンのうちの多くとも１つとを含む。５１２トーンプランは、４７４のデータト
ーン、４７６のデータトーン、および４８０のデータトーンのうちの１つと、５１２トー
ンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、２２のパイロットトーン、２０の
パイロットトーン、および１６のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、５１２トー
ンプランが少なくとも１１個の直流トーンを備えるとき、１６のパイロットトーンおよび
１４のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを備える。１０２４トーンプランは、９
４８のデータトーン、９６０のデータトーン、９７２のデータトーン、９８０のデータト
ーン、９８４のデータトーン、９９０のデータトーン、および９９６のデータトーンのう
ちの１つと、１０２４トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、６０の
パイロットトーン、４８のパイロットトーン、３６のパイロットトーン、２８のパイロッ
トトーン、２４のパイロットトーン、１８のパイロットトーン、および１２のパイロット
トーンのうちの多くとも１つと、１０２４トーンプランが少なくとも１１個の直流トーン
を備えるとき、５４のパイロットトーン、４２のパイロットトーン、３０のパイロットト
ーン、２２のパイロットトーン、１８のパイロットトーン、および１２のパイロットトー
ンのうちの多くとも１つとを備える。本装置は、さらに、６４トーンプランを選択すると
、５ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する。本装置は、さらに、１２８
トーンプランを選択すると、１０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する
。本装置は、さらに、２５６トーンプランを選択すると、２０ＭＨｚ帯域幅上での送信の
ためにメッセージを供給する。本装置は、さらに、５１２トーンプランを選択すると、４
０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する。本装置は、さらに、１０２４
トーンプランを選択すると、８０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する
。
【０００８】
　[0008]いくつかの態様では、本装置は、符号化データをインターリーブすることと、イ
ンターリーブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされた
ビットを生成することとを行うように構成されたインターリーバを含み、インターリーバ
は、１つまたは複数の空間ストリームに対応する１つまたは複数のストリームインターリ
ーバを備える。１つまたは複数のストリームインターリーバは、最高４つの空間ストリー
ムについて、１～１６のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックス
、および［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転と、４より多い空間ストリームに
ついて、１～１０のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックス、お
よび［０　４　２　６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１　４］の
ベースサブキャリア回転または隣接するストリームの平均サブキャリア距離を最大にする
ように選定された別の置換と、１つまたは複数の空間ストリームを介して一連のインター
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リーブされたビットを送信するように構成された送信回路とを含む。
【０００９】
　[0009]いくつかの態様では、１つまたは複数のストリームインターリーバは、３８のデ
ータトーンブロックのための２または１９のインターリーバ深度と、４０のデータトーン
ブロックのための２、４、５、８、１０、または２０のインターリーバ深度と、４２のデ
ータトーンブロックのための２、３、６、７、１４、または２１のインターリーバ深度と
、４４のデータトーンブロックのための２、４、１１、または２２のインターリーバ深度
と、４６のデータトーンブロックのための２または２３のインターリーバ深度と、４８の
データトーンブロックのための２、３、４、６、８、１２、１６、または２４のインター
リーバ深度と、のうちの少なくとも１つをさらに含む。
【００１０】
　[0010]いくつかの態様では、本装置は、符号化データをインターリーブすることと、イ
ンターリーブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされた
ビットを生成することとを行うように構成されたインターリーバを含み、インターリーバ
は、１つまたは複数の空間ストリームに対応する１つまたは複数のストリームインターリ
ーバを備える。１つまたは複数のストリームインターリーバは、最高４つの空間ストリー
ムについて、１～３１のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックス
、および［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転と、４より多い空間ストリームに
ついて、１～１８のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックス、お
よび［０　４　２　６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１　４］の
ベースサブキャリア回転または隣接するストリームの平均サブキャリア距離を最大にする
ように選定された別の置換と、１つまたは複数の空間ストリームを介して一連のインター
リーブされたビットを送信するように構成された送信回路とを含む。
【００１１】
　[0011]いくつかの態様では、１つまたは複数のストリームインターリーバは、９６のデ
ータトーンブロックのための２、３、４、６、８、１２、１６、２４、３２、または４８
のインターリーバ深度と、９８のデータトーンブロックのための２、７、１４、または４
９のインターリーバ深度と、１００のデータトーンブロックのための２、４、５、１０、
２０、２５、または５０のインターリーバ深度と、１０２のデータトーンブロックのため
の２、３、６、１７、３４、または５１のインターリーバ深度と、１０４のデータトーン
ブロックのための２、４、８、１３、２６、または５２のインターリーバ深度と、１０６
のデータトーンブロックのための２または５３のインターリーバ深度とのうちの少なくと
も１つをさらに含む。
【００１２】
　[0012]いくつかの態様では、本装置は、符号化データをインターリーブすることと、イ
ンターリーブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされた
ビットを生成することとを行うように構成されたインターリーバを含み、インターリーバ
は、１つまたは複数の空間ストリームに対応する１つまたは複数のストリームインターリ
ーバを備える。１つまたは複数のストリームインターリーバは、最高４つの空間ストリー
ムについて、５０～６２のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデック
ス、および［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転と、４より多い空間ストリーム
について、１～３３のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックス、
および［０　４　２　６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１　４］
のベースサブキャリア回転または隣接するストリームの平均サブキャリア距離を最大にす
るように選定された別の置換と、１つまたは複数の空間ストリームを介して一連のインタ
ーリーブされたビットを送信するように構成された送信回路と、を含む。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、１つまたは複数のストリームインターリーバは、２１６の
データトーンブロックのための２、３、４、６、８、９、１２、１８、２４、２７、３６
、５４、７２、または１０８のインターリーバ深度と、２１８のデータトーンブロックの
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ための２または１０９のインターリーバ深度と、２２０のデータトーンブロックのための
２、４、５、１０、１１、２０、２２、４４、５５、または１１０のインターリーバ深度
と、２２２のデータトーンブロックのための２、３、６、３７、７４、または１１１のイ
ンターリーバ深度と、２２４のデータトーンブロックのための２、４、７、８、１４、１
６、２８、３２、５６、または１１２のインターリーバ深度と、２２５のデータトーンブ
ロックのための３、５、９、１５、２５、４５、または７５のインターリーバ深度と、２
２６のデータトーンブロックのための２または１１３のインターリーバ深度と、２２８の
データトーンブロックのための２、３、４、６、１２、１９、３８、５７、７６、または
１１４のインターリーバ深度と、２３０のデータトーンブロックのための２、５、１０、
２３、４６、または１１５のインターリーバ深度と、２３２のデータトーンブロックのた
めの２、４、８、２９、５８、または１１６のインターリーバ深度とのうちの少なくとも
１つをさらに含む。
【００１４】
　[0014]いくつかの態様では、本装置は、符号化データをインターリーブすることと、イ
ンターリーブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされた
ビットを生成することとを行うように構成されたインターリーバを含み、インターリーバ
は、１つまたは複数の空間ストリームに対応する１つまたは複数のストリームインターリ
ーバを備える。１つまたは複数のストリームインターリーバは、最高４つの空間ストリー
ムについて、１１３～１２７のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデ
ックス、および［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転と、４より多い空間ストリ
ームについて、５４～６６のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデッ
クス、および［０　４　２　６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１
　４］ベースサブキャリア回転または隣接するストリームの平均サブキャリア距離を最大
にするように選定された別の置換と、１つまたは複数の空間ストリームを介して一連のイ
ンターリーブされたビットを送信するように構成された送信回路と、を含む。
【００１５】
　[0015]いくつかの態様では、１つまたは複数のストリームインターリーバは、４７４の
データトーンブロックのための２、３、６、７９、１５８、または２３７のインターリー
バ深度と、４７６のデータトーンブロックのための２、４、７、１４、１７、２８、３４
、６８、１１９、または２３８のインターリーバ深度と、４８０のデータトーンブロック
のための２、３、４、５、６、８、１０、１２、１５、１６、２０、２４、３０、３２、
４０、４８、６０、８０、９６、１２０、１６０、または２４０のインターリーバ深度と
のうちの少なくとも１つをさらに含む。
【００１６】
　[0016]いくつかの態様では、本装置は、符号化データをインターリーブすることと、イ
ンターリーブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされた
ビットを生成することとを行うように構成されたインターリーバを含み、インターリーバ
は、１つまたは複数の空間ストリームに対応する１つまたは複数のストリームインターリ
ーバを備える。１つまたは複数のストリームインターリーバは、最高４つの空間ストリー
ムについて、２３２～２５４のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデ
ックス、および［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転と、４より多い空間ストリ
ームについて、１１３～１３０のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転イン
デックス、および［０　４　２　６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６
　１　４］のベースサブキャリア回転または隣接するストリームの平均サブキャリア距離
を最大にするように選定された別の置換と、１つまたは複数の空間ストリームを介して一
連のインターリーブされたビットを送信するように構成された送信回路と、を含む。
【００１７】
　[0017]いくつかの態様では、１つまたは複数のストリームインターリーバは、９４８の
データトーンブロックのための２、３、４、６、１２、７９、１５８、２３７、３１６、
または４７４のインターリーバ深度と、９６０のデータトーンブロックのための２、３、
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４、５、６、８、１０、１２、１５、１６、２０、２４、３０、３２、４０、４８、６０
、６４、８０、９６、１２０、１６０、１９２、２４０、３２０、または４８０のインタ
ーリーバ深度と、９７２のデータトーンブロックのための２、３、４、６、９、１２、１
８、２７、３６、５４、８１、１０８、１６２、２４３、３２４、または４８６のインタ
ーリーバ深度と、９８０のデータトーンブロックのための２、４、５、７、１０、１４、
２０、２８、３５、４９、７０、９８、１４０、１９６、２４５、または４９０のインタ
ーリーバ深度と、９８４のデータトーンブロックのための２、３、４、６、８、１２、２
４、４１、８２、１２３、１６４、２４６、３２８、または４９２のインターリーバ深度
と、９９０のデータトーンブロックのための２、３、５、６、９、１０、１１、１５、１
８、２２、３０、３３、４５、５５、６６、９０、９９、１１０、１６５、１９８、３３
０、または４９５のインターリーバ深度と、９９６のデータトーンブロックのための２、
３、４、６、１２、８３、１６６、２４９、３３２、または４９８のインターリーバ深度
とのうちの少なくとも１つをさらに含む。
【００１８】
　[0018]本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。本方法は、ワイヤレスデ
バイスにおいて、メッセージのワイヤレス通信のための６４トーンプラン、１２８トーン
プラン、２５６トーンプラン、５１２トーンプラン、および１０２４トーンプランのうち
の１つから選択することを含み、ここにおいて、６４トーンプランは、３８のデータトー
ン、４０のデータトーン、４２のデータトーン、４４のデータトーン、４６のデータトー
ン、および４８のデータトーンのうちの１つと、６４トーンプランが少なくとも１つの直
流トーンを備えるとき、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１４のパイ
ロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイロッ
トトーンのうちの多くとも１つと、６４トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備
えるとき、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン
、８のパイロットトーン、６のパイロットトーン、および４のパイロットトーンのうちの
多くとも１つと、６４トーンプランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、１２の
パイロットトーン、１０のパイロットトーン、８のパイロットトーン、６のパイロットト
ーン、および４のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを備え；
１２８トーンプランは、９６のデータトーン、９８のデータトーン、１００のデータトー
ン、１０２のデータトーン、１０４のデータトーン、および１０６のデータトーンのうち
の１つと、１２８トーンプランが少なくとも３つの直流トーンを備えるとき、１８個のパ
イロットトーン、１６個のパイロットトーン、１４個のパイロットトーン、１２個のパイ
ロットトーン、１０個のパイロットトーン、および８つのパイロットトーンのうちの多く
とも１つと、１２８トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、１６のパ
イロットトーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロット
トーン、８のパイロットトーン、および６のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、
１２８トーンプランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、１４のパイロットトー
ン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、８のパイロットトーン、および
６のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを備え；
２５６トーンプランは、２１６のデータトーン、２１８のデータトーン、２２０のデータ
トーン、２２２のデータトーン、２２４のデータトーン、２２５のデータトーン、２２６
のデータトーン、２２８のデータトーン、２３０のデータトーン、および２３０のデータ
トーンのうちの１つと、２５６トーンプランが少なくとも３つの直流トーンを備えるとき
、２６のパイロットトーン、２４のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、２０の
パイロットトーン、１８のパイロットトーン、１７のパイロットトーン、１６のパイロッ
トトーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、および１０のパイロット
トーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備
えるとき、２４のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン
、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１５のパイロットトーン、１４の
パイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイ
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ロットトーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なくとも７つの直流トー
ンを備えるとき、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン、１８のパイロット
トーン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１３のパイロットトーン、
１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイロットトーンのうち
の多くとも１つとを備え；
５１２トーンプランは、４７４のデータトーン、４７６のデータトーン、および４８０の
データトーンのうちの１つと、５１２トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備え
るとき、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン、および１６のパイロットト
ーンのうちの多くとも１つと、５１２トーンプランが少なくとも１１個の直流トーンを備
えるとき、１６のパイロットトーンおよび１４のパイロットトーンのうちの多くとも１つ
とを備え；
１０２４トーンプランは、９４８のデータトーン、９６０のデータトーン、９７２のデー
タトーン、９８０のデータトーン、９８４のデータトーン、９９０のデータトーン、およ
び９９６のデータトーンのうちの１つと、１０２４トーンプランが少なくとも５つの直流
トーンを備えるとき、６０のパイロットトーン、４８のパイロットトーン、３６のパイロ
ットトーン、２８のパイロットトーン、２４のパイロットトーン、１８のパイロットトー
ン、および１２のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、１０２４トーンプランが少
なくとも１１個の直流トーンを備えるとき、５４のパイロットトーン、４２のパイロット
トーン、３０のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、１８のパイロットトーン、
および１２のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを備える。
本方法は、６４トーンプランを選択すると、５ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセー
ジを供給することと、１２８トーンプランを選択すると、１０ＭＨｚ帯域幅上での送信の
ためにメッセージを供給することと、２５６トーンプランを選択すると、２０ＭＨｚ帯域
幅上での送信のためにメッセージを供給することと、５１２トーンプランを選択すると、
４０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給することと、１０２４トーンプラ
ンを選択すると、８０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給することとをさ
らに含む。
【００１９】
　[0019]本開示の一態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、メッセ
ージのワイヤレス通信のために６４トーンプラン、１２８トーンプラン、２５６トーンプ
ラン、５１２トーンプラン、および１０２４トーンプランのうちの１つから選択するため
の手段を含み、ここにおいて、６４トーンプランは、３８のデータトーン、４０のデータ
トーン、４２のデータトーン、４４のデータトーン、４６のデータトーン、および４８の
データトーンのうちの１つと、６４トーンプランが少なくとも１つの直流トーンを備える
とき、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１
２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイロットトーンのうちの
多くとも１つと、６４トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、１４の
パイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、８のパイロット
トーン、６のパイロットトーン、および４のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、
６４トーンプランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、１２のパイロットトーン
、１０のパイロットトーン、８つのパイロットトーン、６つのパイロットトーン、および
４のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを備え、
１２８トーンプランは、９６のデータトーン、９８のデータトーン、１００のデータトー
ン、１０２のデータトーン、１０４のデータトーン、および１０６のデータトーンのうち
の１つと、１２８トーンプランが少なくとも３つの直流トーンを備えるとき、１８のパイ
ロットトーン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットト
ーン、１０のパイロットトーン、および８のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、
１２８トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、１６のパイロットトー
ン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、８の
パイロットトーン、および６のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、１２８トーン



(12) JP 2017-527180 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

プランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、１４のパイロットトーン、１２のパ
イロットトーン、１０のパイロットトーン、８のパイロットトーン、および６のパイロッ
トトーンのうちの多くとも１つとを備え；
２５６トーンプランは、２１６のデータトーン、２１８のデータトーン、２２０のデータ
トーン、２２２のデータトーン、２２４のデータトーン、２２５のデータトーン、２２６
のデータトーン、２２８のデータトーン、２３０のデータトーン、および２３０のデータ
トーンのうちの１つと、２５６トーンプランが少なくとも３つの直流トーンを備えるとき
、２６のパイロットトーン、２４のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、２０の
パイロットトーン、１８のパイロットトーン、１７のパイロットトーン、１６のパイロッ
トトーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、および１０のパイロット
トーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備
えるとき、２４のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン
、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１５のパイロットトーン、１４の
パイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイ
ロットトーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なくとも７つの直流トー
ンを備えるとき、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン、１８のパイロット
トーン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１３のパイロットトーン、
１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイロットトーンのうち
の多くとも１つとを備え、
５１２トーンプランは、４７４のデータトーン、４７６のデータトーン、および４８０の
データトーンのうちの１つと、５１２トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備え
るとき、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン、および１６のパイロットト
ーンのうちの多くとも１つと、５１２トーンプランが少なくとも１１個の直流トーンを備
えるとき、１６のパイロットトーンおよび１４のパイロットトーンのうちの多くとも１つ
とを備え；
１０２４トーンプランは、９４８のデータトーン、９６０のデータトーン、９７２のデー
タトーン、９８０のデータトーン、９８４のデータトーン、９９０のデータトーン、およ
び９９６のデータトーンのうちの１つと、１０２４トーンプランが少なくとも５つの直流
トーンを備えるとき、６０のパイロットトーン、４８のパイロットトーン、３６のパイロ
ットトーン、２８のパイロットトーン、２４のパイロットトーン、１８のパイロットトー
ン、および１２のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、１０２４トーンプランが少
なくとも１１個の直流トーンを備えるとき、５４のパイロットトーン、４２のパイロット
トーン、３０のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、１８のパイロットトーン、
および１２のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを備える。
本装置は、６４トーンプランを選択すると、５ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセー
ジを供給するための手段と、１２８トーンプランを選択すると、１０ＭＨｚ帯域幅上での
送信のためにメッセージを供給するための手段と、２５６トーンプランを選択すると、２
０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給するための手段と、５１２トーンプ
ランを選択すると、４０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給するための手
段と、１０２４トーンプランを選択すると、８０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセ
ージを供給するための手段とをさらに含む。
【００２０】
　[0020]本開示の一態様は、実行されたとき、装置に、メッセージのワイヤレス通信のた
めの６４トーンプラン、１２８トーンプラン、２５６トーンプラン、５１２トーンプラン
、および１０２４トーンプランのうちの１つから選択することを行わせるコードを備える
非一時的コンピュータ可読媒体を提供し、ここにおいて、６４トーンプランは、３８のデ
ータトーン、４０のデータトーン、４２のデータトーン、４４のデータトーン、４６のデ
ータトーン、および４８のデータトーンのうちの１つと、６４トーンプランが少なくとも
１つの直流トーンを備えるとき、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１
４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８の
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パイロットトーンのうちの多くとも１つと、６４トーンプランが少なくとも５つの直流ト
ーンを備えるとき、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロッ
トトーン、８のパイロットトーン、６のパイロットトーン、および４のパイロットトーン
のうちの多くとも１つと、６４トーンプランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき
、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、８のパイロットトーン、６のパイ
ロットトーン、および４のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを備え、
１２８トーンプランは、９６のデータトーン、９８のデータトーン、１００のデータトー
ン、１０２のデータトーン、１０４のデータトーン、および１０６のデータトーンのうち
の１つと、１２８トーンプランが少なくとも３つの直流トーンを備えるとき、１８のパイ
ロットトーン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットト
ーン、１０のパイロットトーン、および８のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、
１２８トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、１６のパイロットトー
ン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、８の
パイロットトーン、および６のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、１２８トーン
プランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、１４のパイロットトーン、１２のパ
イロットトーン、１０のパイロットトーン、８のパイロットトーン、および６のパイロッ
トトーンのうちの多くとも１つとを備え、
２５６トーンプランは、２１６のデータトーン、２１８のデータトーン、２２０のデータ
トーン、２２２のデータトーン、２２４のデータトーン、２２５のデータトーン、２２６
のデータトーン、２２８のデータトーン、２３０のデータトーン、および２３０のデータ
トーンのうちの１つと、２５６トーンプランが少なくとも３つの直流トーンを備えるとき
、２６のパイロットトーン、２４のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、２０の
パイロットトーン、１８のパイロットトーン、１７のパイロットトーン、１６のパイロッ
トトーン、１４のパイロットトーン、１２のパイロットトーン、および１０のパイロット
トーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備
えるとき、２４のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン
、１８のパイロットトーン、１６のパイロットトーン、１５のパイロットトーン、１４の
パイロットトーン、１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイ
ロットトーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なくとも７つの直流トー
ンを備えるとき、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン、１８のパイロット
トーン、１６のパイロットトーン、１４のパイロットトーン、１３のパイロットトーン、
１２のパイロットトーン、１０のパイロットトーン、および８のパイロットトーンのうち
の多くとも１つとを備え、
５１２トーンプランは、４７４のデータトーン、４７６のデータトーン、および４８０の
データトーンのうちの１つと、５１２トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備え
るとき、２２のパイロットトーン、２０のパイロットトーン、および１６のパイロットト
ーンのうちの多くとも１つと、５１２トーンプランが少なくとも１１個の直流トーンを備
えるとき、１６のパイロットトーンおよび１４のパイロットトーンのうちの多くとも１つ
とを備え、
１０２４トーンプランは、９４８のデータトーン、９６０のデータトーン、９７２のデー
タトーン、９８０のデータトーン、９８４のデータトーン、９９０のデータトーン、およ
び９９６のデータトーンのうちの１つと、１０２４トーンプランが少なくとも５つの直流
トーンを備えるとき、６０のパイロットトーン、４８のパイロットトーン、３６のパイロ
ットトーン、２８のパイロットトーン、２４のパイロットトーン、１８のパイロットトー
ン、および１２のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、１０２４トーンプランが少
なくとも１１個の直流トーンを備えるとき、５４のパイロットトーン、４２のパイロット
トーン、３０のパイロットトーン、２２のパイロットトーン、１８のパイロットトーン、
および１２のパイロットトーンのうちの多くとも１つとを備える。
本装置は、さらに、６４トーンプランを選択すると、５ＭＨｚ帯域幅上での送信のために
メッセージを供給し、１２８トーンプランを選択すると、１０ＭＨｚ帯域幅上での送信の
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ためにメッセージを供給し、２５６トーンプランを選択すると、２０ＭＨｚ帯域幅上での
送信のためにメッセージを供給し、５１２トーンプランを選択すると、４０ＭＨｚ帯域幅
上での送信のためにメッセージを供給し、１０２４トーンプランを選択すると、８０ＭＨ
ｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する。
【００２１】
　[0021]別の態様は、ワイヤレス通信を実施するように構成された別の装置を提供する。
本装置は、命令を記憶するメモリを含む。本装置は、メモリと結合されたプロセッサをさ
らに含む。プロセッサは、個々のデバイスへの割振りのための、４８個のデータトーンと
４つのパイロットトーンとを含む５２個のトーンのセットと、個々のデバイスへの割振り
のための、１０２個のデータトーンと４つのパイロットトーンとを含む１０６個のトーン
のセットと、のうちの少なくとも１つに従って、ワイヤレス通信のためのメッセージを生
成するために命令を実行するように構成される。プロセッサは、送信のためにメッセージ
を供給するために命令を実行するようにさらに構成される。
【００２２】
　[0022]様々な実施形態では、プロセッサは、１６のインターリーバ深度と１１のベース
サブキャリア回転とを使用して、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージ
のために、符号化データをインターリーブするために命令を実行するようにさらに構成さ
れ得る。様々な実施形態では、プロセッサは、メッセージを送信するために使用される各
空間ストリームのための単一のサブキャリアごとのコード化ビット数の３倍に等しい数の
インターリーバ行（row）を使用して、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッ
セージのために、符号化データをインターリーブするために命令を実行するようにさらに
構成され得る。様々な実施形態では、プロセッサは、３の低密度パリティチェック（ＬＤ
ＰＣ：low density parity check）トーンマッピング距離（ＤＴＭ）（low density pari
ty check（LDPC） tone mapping distance (DTM) of 3）を使用して、５２個のトーンの
セットに従って生成されたメッセージのために、メッセージのトーンをマッピングするた
めに命令を実行するようにさらに構成され得る。
【００２３】
　[0023]様々な実施形態では、プロセッサは、１７のインターリーバ深度と２９のベース
サブキャリア回転とを使用して、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセー
ジのために、符号化データをインターリーブするために命令を実行するようにさらに構成
され得る。様々な実施形態では、プロセッサは、メッセージを送信するために使用される
各空間ストリームのための単一のサブキャリアごとのコード化ビット数の６倍に等しい数
のインターリーバ行を使用して、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセー
ジのために、符号化データをインターリーブするために命令を実行するようにさらに構成
され得る。様々な実施形態では、プロセッサは、６の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ
）トーンマッピング距離（ＤＴＭ）（low density parity check（LDPC） tone mapping 
distance (DTM) of 6）を使用して、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッ
セージのために、メッセージのトーンをマッピングするために命令を実行するようにさら
に構成され得る。
【００２４】
　[0024]様々な実施形態では、プロセッサは、バイナリ畳み込みコードインターリービン
グを使用するとき、４つ以下の空間ストリーム上での送信のためにメッセージを供給する
ように構成され得る。様々な実施形態では、装置は移動局であり得、プロセッサは、移動
局をサービスするアクセスポイントに、移動局の送信機とアンテナとを通してメッセージ
を送信するように構成されることによって、送信のためにメッセージを供給するように構
成され得る。様々な実施形態では、装置はアクセスポイントであり得、プロセッサは、ア
クセスポイントによってサービスされる移動局に、アクセスポイントの送信機とアンテナ
とを通してメッセージを送信するように構成されることによって、送信のためにメッセー
ジを供給するように構成され得る。
【００２５】
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　[0025]別の態様は、ワイヤレス通信の別の方法を提供する。本方法は、個々のデバイス
への割振りのための、４８個のデータトーンと４つのパイロットトーンとを含む５２個の
トーンのセットと、個々のデバイスへの割振りのための、１０２個のデータトーンと４つ
のパイロットトーンとを含む１０６個のトーンのセットとのうちの少なくとも１つに従っ
てワイヤレス通信のためのメッセージを生成することを含む。本方法は、送信のためにメ
ッセージを供給することをさらに含む。
【００２６】
　[0026]様々な実施形態では、本方法は、１６のインターリーバ深度と１１のベースサブ
キャリア回転とを使用して、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのた
めに、符号化データをインターリーブすることをさらに含むことができる。様々な実施形
態では、本方法は、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために、メ
ッセージを送信するために使用される各空間ストリームのための単一のサブキャリアごと
のコード化ビット数の３倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、符号化データをイ
ンターリーブすることをさらに含むことができる。様々な実施形態では、本方法は、３の
低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用して、５２
個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために、メッセージのトーンをマッ
ピングすることをさらに含むことができる。
【００２７】
　[0027]様々な実施形態では、本方法は、１７のインターリーバ深度と２９のベースサブ
キャリア回転とを使用して、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセージの
ために、符号化データをインターリーブすることをさらに含むことができる。様々な実施
形態では、本方法は、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために
、メッセージを送信するために使用される各空間ストリームのための単一のサブキャリア
ごとのコード化ビット数の６倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、符号化データ
をインターリーブすることをさらに含むことができる。様々な実施形態では、本方法は、
６の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用して、
１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために、メッセージのトーン
をマッピングすることをさらに含むことができる。
【００２８】
　[0028]様々な実施形態では、本方法は、バイナリ畳み込みコードインターリービングを
使用するとき、４つ以下の空間ストリーム上での送信のためにメッセージを供給すること
をさらに含むことができる。様々な実施形態では、本方法は移動局上で実施され得、送信
のためにメッセージを供給することは、移動局をサービスするアクセスポイントに、移動
局の送信機とアンテナとを通してメッセージを送信することを含む。様々な実施形態では
、本方法はアクセスポイント上で実施され得、送信のためにメッセージを供給することは
、アクセスポイントによってサービスされる移動局に、アクセスポイントの送信機とアン
テナとを通してメッセージを送信することを含む。
【００２９】
　[0029]別の態様は、ワイヤレス通信のための別の装置を提供する。本装置は、個々のデ
バイスへの割振りのための、４８個のデータトーンと４つのパイロットトーンとを含む５
２個のトーンのセットと、個々のデバイスへの割振りのための、１０２個のデータトーン
と４つのパイロットトーンとを含む１０６個のトーンのセットとのうちの少なくとも１つ
に従ってワイヤレス通信のためのメッセージを生成するための手段を含む。本装置は、送
信のためにメッセージを供給するための手段をさらに含む。
【００３０】
　[0030]様々な実施形態では、本装置は、１６のインターリーバ深度と１１のベースサブ
キャリア回転とを使用して、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのた
めに、符号化データをインターリーブするための手段をさらに含むことができる。様々な
実施形態では、本装置は、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのため
に、メッセージを送信するために使用される各空間ストリームのための単一のサブキャリ
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アごとのコード化ビット数の３倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、符号化デー
タをインターリーブするための手段をさらに含むことができる。様々な実施形態では、本
装置は、３のマッピング距離（ＤＴＭ）のための低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）ト
ーン手段を使用して、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために、
メッセージのトーンをマッピングするための手段をさらに含むことができる。
【００３１】
　[0031]様々な実施形態では、本装置は、１７のインターリーバ深度と２９のベースサブ
キャリア回転とを使用して、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセージの
ために、符号化データをインターリーブするための手段をさらに含むことができる。様々
な実施形態では、本装置は、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセージの
ために、メッセージを送信するために使用される各空間ストリームのための単一のサブキ
ャリアごとのコード化ビット数の６倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、符号化
データをインターリーブするための手段をさらに含むことができる。様々な実施形態では
、本装置は、６のマッピング距離（ＤＴＭ）のための低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ
）トーン手段を使用して、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのた
めに、メッセージのトーンをマッピングするための手段をさらに含むことができる。
【００３２】
　[0032]様々な実施形態では、本装置は、バイナリ畳み込みコードインターリービングを
使用するとき、４つ以下の空間ストリーム上での送信のためにメッセージを供給するため
の手段をさらに含むことができる。様々な実施形態では、本装置は移動局を含み、送信の
ためにメッセージを供給するための手段は、移動局をサービスするアクセスポイントに、
移動局の送信機とアンテナとを通してメッセージを送信するための手段を含む。様々な実
施形態では、本装置はアクセスポイントを含み、送信のためにメッセージを供給するため
の手段は、アクセスポイントによってサービスされる移動局に、アクセスポイントの送信
機とアンテナとを通してメッセージを送信するための手段を含む。
【００３３】
　[0033]別の態様は、別の非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。本媒体は、実行さ
れたとき、装置に、個々のデバイスへの割振りのための、４８個のデータトーンと４つの
パイロットトーンとを含む５２個のトーンのセットと、個々のデバイスへの割振りのため
の、１０２個のデータトーンと４つのパイロットトーンとを含む１０６個のトーンのセッ
トとのうちの少なくとも１つに従ってワイヤレス通信のためのメッセージを生成すること
を行わせる命令を含む。本媒体は、実行されたとき、装置に、送信のためにメッセージを
供給することを行わせる命令をさらに含む。
【００３４】
　[0034]様々な実施形態では、本媒体は、実行されたとき、装置に、１６のインターリー
バ深度と１１のベースサブキャリア回転とを使用して、５２個のトーンのセットに従って
生成されたメッセージのために、符号化データをインターリーブすることを行わせる命令
をさらに含むことができる。様々な実施形態では、本媒体は、実行されたとき、装置に、
５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために、メッセージを送信する
ために使用される各空間ストリームのための単一のサブキャリアごとのコード化ビット数
の３倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、符号化データをインターリーブするこ
とを行わせる命令をさらに含むことができる。様々な実施形態では、本媒体は、実行され
たとき、装置に、３の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（ＤＴ
Ｍ）を使用して、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために、メッ
セージのトーンをマッピングすることを行わせる命令をさらに含むことができる。
【００３５】
　[0035]様々な実施形態では、本媒体は、実行されたとき、装置に、１７のインターリー
バ深度と２９のベースサブキャリア回転とを使用して、１０６個のトーンのセットに従っ
て生成されたメッセージのために、符号化データをインターリーブすることを行わせる命
令をさらに含むことができる。様々な実施形態では、本媒体は、実行されたとき、装置に
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、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために、メッセージを送信
するために使用される各空間ストリームのための単一のサブキャリアごとのコード化ビッ
ト数の６倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、符号化データをインターリーブす
ることを行わせる命令をさらに含むことができる。様々な実施形態では、本媒体は、実行
されたとき、装置に、６の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（
ＤＴＭ）を使用して、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために
、メッセージのトーンをマッピングすることを行わせる命令をさらに含むことができる。
【００３６】
　[0036]様々な実施形態では、本媒体は、実行されたとき、装置に、バイナリ畳み込みコ
ードインターリービングを使用するとき、４つ以下の空間ストリーム上での送信のために
メッセージを供給することを行わせる命令をさらに含むことができる。様々な実施形態で
は、装置は移動局であり得、本媒体は、実行されたとき、装置に、移動局をサービスする
アクセスポイントに、移動局の送信機とアンテナとを通してメッセージを送信することに
よって、送信のためにメッセージを供給することを行わせる命令をさらに含むことができ
る。様々な実施形態では、装置はアクセスポイントであり得、本媒体は、実行されたとき
、装置に、アクセスポイントによってサービスされる移動局に、アクセスポイントの送信
機とアンテナとを通してメッセージを送信することによって、送信のためにメッセージを
インターリーブする供給することを行わせる命令をさらに含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレスデバイスにおいて利
用され得る様々な構成要素を示す図。
【図３】一実施形態による、例示的な２Ｎトーンプランを示す図。
【図４】様々な実施形態による、６４トーンプラン、１２８トーンプラン、２５６トーン
プラン、５１２トーンプラン、および１０２４トーンプランについての限界を示す図。
【図５】様々な実施形態による、６４トーンプランを示す図。
【図６】様々な実施形態による、１２８トーンプランを示す図。
【図７】様々な実施形態による、２５６トーンプランを示す図。
【図８】様々な実施形態による、５１２トーンプランを示す図。
【図９】様々な実施形態による、１０２４トーンプランを示す図。
【図１０】一実施形態による、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）トーンプランのた
めのインターリービングパラメータを生成するように動作可能であるシステムを示す図。
【図１１】ワイヤレス通信を送信および受信するために、図１０のワイヤレスデバイスな
ど、ワイヤレスデバイスにおいて実装され得る例示的な多入力多出力（ＭＩＭＯ）システ
ムを示す図。
【図１２】６４トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のための候補インタ
ーリーバパラメータを示すチャート。
【図１３】１２８トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のための候補イン
ターリーバパラメータを示すチャート。
【図１４】２５６トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のための候補イン
ターリーバパラメータを示すチャート。
【図１５】５１２トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のための候補イン
ターリーバパラメータを示すチャート。
【図１６】１０２４トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のための候補イ
ンターリーバパラメータを示すチャート。
【図１７】様々なデータトーン数（Ｎｄａｔａ）のための例示的な低密度パリティチェッ
ク（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（ＤＴＭ）を示すチャート。
【図１８】様々なデータトーン数（Ｎｄａｔａ）のための例示的な変調およびコーディン
グ方式（ＭＣＳ）有効性を示すチャート。
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【図１９】様々なデータトーン数（Ｎｄａｔａ）のための例示的な変調およびコーディン
グ方式（ＭＣＳ）有効性を示す別のチャート。
【図２０】図１のワイヤレス通信システム内に採用され得るワイヤレス通信の例示的な方
法のためのフローチャートを示す図。
【図２１】図１のワイヤレス通信システム内に採用され得るワイヤレス通信の別の例示的
な方法のためのフローチャートを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　[0058]添付の図面を参照しながら、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様に
ついて以下でより十分に説明する。ただし、教示開示は、多くの異なる形態で実施され得
、本開示全体にわたって提示されるいずれかの特定の構造または機能に限定されるものと
解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示
の範囲を当業者に十分に伝えるように与えられる。本明細書の教示に基づいて、本開示の
範囲は、本発明の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本発明の他の態様と組み合わ
せられるにせよ、本明細書で開示する新規のシステム、装置、および方法のいかなる態様
をもカバーするものであることを、当業者は諒解されたい。たとえば、本明細書に記載す
る態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施され得る。さらに、本
発明の範囲は、本明細書に記載する本発明の様々な態様に加えてまたはそれらの態様以外
に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのような装置または
方法をカバーするものとする。本明細書で開示するいかなる態様も請求項の１つまたは複
数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００３９】
　[0059]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、それらのうちのいくつかを例として、図において
、および好適な態様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態およ
び図面は、本開示を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の
特許請求の範囲およびそれの均等物によって定義される。
【００４０】
　[0060]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含むことができる。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキン
グプロトコルを採用して、近接デバイスを互いに相互接続するために使用され得る。本明
細書で説明する様々な態様は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、またはより一般的には、ワイヤ
レスプロトコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーの任意のメンバーなど、任意の通信規
格に適用され得る。
【００４１】
　[0061]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直
接シーケンススペクトラム拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence spread spectrum）通信、
ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、高効率８０２．１１プ
ロトコルに従って送信され得る。
【００４２】
　[0062]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわちア
クセスポイント（「ＡＰ」）および（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアントが
あり得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働き、ＳＴＡはＷＬ
ＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡは、ラップトップコンピュータ、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡは、インターネットま
たは他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を取得するためにＷｉ－Ｆｉ（たと
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えば、８０２．１１ａｘなどのＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンク
を介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡはＡＰとして使用されること
もある。
【００４３】
　[0063]本明細書で説明する技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む様々な
ブロードバンドワイヤレス通信システムのために使用され得る。そのような通信システム
の例としては、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周波
数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－
ＦＤＭＡ）システムなどがある。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデータ
を同時に送信するために十分に異なる方向を利用することができる。ＴＤＭＡシステムは
、送信信号を異なるタイムスロットに分割することによって、複数のユーザ端末が同じ周
波数チャネルを共有することを可能にすることができ、各タイムスロットは異なるユーザ
端末に割り当てられる。ＴＤＭＡシステムは、ＧＳＭ（登録商標）または当技術分野で知
られている何らかの他の規格を実装することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、全システ
ム帯域幅を複数の直交サブキャリアに区分する変調技法である、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）を利用する。これらのサブキャリアは、トーン、ビンなどと呼ばれることもあ
る。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアはデータで独立して変調され得る。ＯＦＤＭシステム
は、当技術分野で知られているＩＥＥＥ８０２．１１または何らかの他の規格を実装する
ことができる。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅にわたって分散されたサブキ
ャリア上で送信するためのインターリーブＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接するサブキャリ
アのブロック上で送信するための局所ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、または隣接するサブキャ
リアの複数のブロック上で送信するための拡張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用することが
できる。概して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間
領域で送られる。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、３ＧＰＰ（登録商標）－ＬＴＥ（登録商標
）（第３世代パートナーシッププロジェクトロングタームエボリューション（3rd Genera
tion Partnership Project Long Term Evolution））または他の規格を実装することがで
きる。
【００４４】
　[0064]本明細書の教示は、様々なワイヤードまたはワイヤレス装置（たとえば、ノード
）に組み込まれ得る（たとえば、その装置内に実装されるか、またはその装置によって実
施され得る）。いくつかの態様では、本明細書の教示に従って実装されるワイヤレスノー
ドはアクセスポイントまたはアクセス端末を備えることができる。
【００４５】
　[0065]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ局（
「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線
トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「ＥＳＳ」）
、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかと
して実装されるか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００４６】
　[0066]局（「ＳＴＡ」）は、ユーザ端末、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入
者ユニット、移動局、リモート局、リモート端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス
、ユーザ機器、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装される
か、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態では
、アクセス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩ
Ｐ」）フォン、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」
）、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続
された何らかの他の好適な処理デバイスを備えることができる。したがって、本明細書で
教示する１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォ
ン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセッ
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ト、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテイ
ンメントデバイス（たとえば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、ゲー
ムデバイスまたはシステム、全地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を介
して通信するように構成された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００４７】
　[0067]図１に、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｘ規格
に従って動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通信
するＡＰ１０４を含むことができる。
【００４８】
　[0068]様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の、ワイヤレス
通信システム１００における送信のために使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／
ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信され得る。
この場合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれるこ
とがある。代替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間
で送信および受信され得る。この場合、ワイヤレス通信システム１００はＣＤＭＡシステ
ムと呼ばれることがある。
【００４９】
　[0069]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を可能にする通信
リンクはダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６のうちの１つ
または複数からＡＰ１０４への送信を可能にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１
０と呼ばれることがある。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チ
ャネルと呼ばれることがあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネル
と呼ばれることがある。
【００５０】
　[0070]ＡＰ１０４は、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２においてワイヤレス通信カ
バレージを与えることができる。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連付けられ、通信のため
にＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセット（ＢＳＳ）と呼ばれ
ることがある。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有しないことがあり
、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能することができること
に留意されたい。したがって、本明細書で説明するＡＰ１０４の機能は、代替的にＳＴＡ
１０６のうちの１つまたは複数によって実施され得る。
【００５１】
　[0071]図２に、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス２
０２において利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細
書で説明する様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。たとえば
、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４を備えるか、または複数のＳＴＡ１０６のう
ちの１つを備えることができる。
【００５２】
　[0072]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含むことができる。プロセッサ２０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼
ばれることもある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の
両方を含むことができるメモリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に供給する
。メモリ２０６の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含むこ
とができる。プロセッサ２０４は、一般に、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令
に基づいて論理演算と算術演算とを実施する。メモリ２０６中の命令は、本明細書で説明
する方法を実装するように実行可能であり得る。
【００５３】
　[0073]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサを用いて実装された処理シス
テムを備えるか、またはその処理システムの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロ
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セッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（
ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デ
バイス（ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、
専用ハードウェア有限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実施することがで
きる任意の他の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００５４】
　[0074]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含むことがで
きる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード
、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く
解釈されたい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能
コード形式、または任意の他の好適なコード形式の）コードを含むことができる。命令は
、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能
を処理システムに実施させる。
【００５５】
　[0075]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信および受信を可能にするために送信機２１０と受信機２１２とを
含むことができるハウジング２０８を含むことができる。送信機２１０と受信機２１２と
は、組み合わせられてトランシーバ２１４になり得る。アンテナ２１６は、ハウジング２
０８に取り付けられ、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス
２０２はまた、たとえば、ＭＩＭＯ通信中に利用され得る、複数の送信機、複数の受信機
、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含むことができる（図示せず）
。
【００５６】
　[0076]ワイヤレスデバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレ
ベルを検出し、定量化するために使用され得る信号検出器２１８をも含むことができる。
信号検出器２１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当
たりのエネルギー、電力スペクトル密度および他の信号として検出することができる。ワ
イヤレスデバイス２０２は、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ
（ＤＳＰ）２２０をも含むことができる。ＤＳＰ２２０は、送信のためにデータユニット
を生成するように構成され得る。いくつかの態様では、データユニットは物理レイヤデー
タユニット（ＰＰＤＵ：physical layer data unit）を備えることができる。いくつかの
態様では、ＰＰＤＵはパケットと呼ばれる。
【００５７】
　[0077]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様では、ユーザインターフェース２
２２をさらに備えることができる。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイ
クロフォン、スピーカー、および／またはディスプレイを備えることができる。ユーザイ
ンターフェース２２２は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達し、および／
またはユーザからの入力を受信する、任意の要素または構成要素を含むことができる。
【００５８】
　[0078]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６によって互
いに結合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバスを含むことができ、な
らびに、データバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含
むことができる。ワイヤレスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して
、互いに結合されるか、あるいは互いに対する入力を受け付けるかまたは供給し得ること
を、当業者は諒解されよう。
【００５９】
　[0079]図２には、いくつかの別個の構成要素が示されているが、構成要素のうちの１つ
または複数が組み合わせられるか、または共通に実装され得ることを、当業者は認識され
よう。たとえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明した機能を
実装するためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記で
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説明した機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図２に示されている構成要素の
各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【００６０】
　[0080]上記で説明したように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴＡ
１０６Ａ～１０６Ｄのいずれかを備えることができ、通信を送信および／または受信する
ために使用され得る。ワイヤレスネットワークにおけるデバイス間で交換される通信は、
パケットまたはフレームを備えることができるデータユニットを含むことができる。いく
つかの態様では、データユニットは、データフレーム、制御フレーム、および／または管
理フレームを含むことができる。データフレームは、ＡＰおよび／またはＳＴＡから他の
ＡＰおよび／またはＳＴＡにデータを送信するために使用され得る。制御フレームは、様
々な動作を実施するために、およびデータを確実に配信するために、データフレームとと
もに使用され得る（たとえば、データの受信を確認応答すること、ＡＰのポーリング、エ
リアクリアリング動作、チャネル取得、キャリア検知維持機能など）。管理フレームは、
（たとえば、ワイヤレスネットワークに加わり、そのネットワークから離れるなどのため
の）様々な監視機能のために使用され得る。
【００６１】
　[0081]本開示のいくつかの態様は、ＡＰ１０４が、効率を改善するために最適化された
方法でＳＴＡ１０６送信を割り振ることを可能にすることをサポートする。高効率ワイヤ
レス（ＨＥＷ）局、（８０２．１１ａｘなどの）８０２．１１高効率プロトコルを利用す
る局、および（８０２．１１ｂなどの）より古いまたはレガシー８０２．１１プロトコル
を使用する局の両方は、ワイヤレス媒体にアクセスする際に、互いに競合または協調する
ことがある。いくつかの実施形態では、本明細書で説明する高効率８０２．１１プロトコ
ルは、ＨＥＷおよびレガシー局が、（トーンマップと呼ばれることもある）様々なＯＦＤ
Ｍトーンプランに従って相互動作することを可能にすることができる。いくつかの実施形
態では、ＨＥＷ局は、より効率的な様式でワイヤレス媒体にアクセスすることができる。
したがって、集合住宅または人口密度の高い公共空間の場合、高効率８０２．１１プロト
コルを使用するＡＰおよび／またはＳＴＡは、アクティブなワイヤレスデバイスの数が増
加するときでも、レイテンシの低減およびネットワークスループットの増加を経験し、そ
れにより、ユーザエクスペリエンスを改善することができる。
【００６２】
　[0082]いくつかの実施形態では、ＡＰ１０４は、ＨＥＷ　ＳＴＡのための様々なＤＬト
ーンプランに従ってワイヤレス媒体上で送信することができる。たとえば、図１に関して
、ＳＴＡ１０６Ａ～１０６ＤはＨＥＷ　ＳＴＡであり得る。いくつかの実施形態では、Ｈ
ＥＷ　ＳＴＡは、レガシーＳＴＡのシンボル持続時間の４倍のシンボル持続時間を使用し
て通信することができる。したがって、送信される各シンボルは、持続時間が４倍長いこ
とがある。より長いシンボル持続時間を使用するとき、個々のトーンの各々は、送信され
るべき帯域幅の１／４程度のみを必要とし得る。たとえば、様々な実施形態では、１ｘシ
ンボル持続時間は４ｍｓであり得、４ｘシンボル持続時間は１６ｍｓであり得る。ＡＰ１
０４は、通信帯域幅に基づいて、１つまたは複数のトーンプランに従ってＨＥＷ　ＳＴＡ
１０６Ａ～１０６Ｄにメッセージを送信することができる。
【００６３】
　[0083]図３に、一実施形態による、例示的な２Ｎトーンプラン３００を示す。一実施形
態では、トーンプラン３００は、２Ｎ点ＦＦＴを使用して生成された、周波数領域におけ
るＯＦＤＭトーンに対応する。トーンプラン３００は、－Ｎ～Ｎ－１でインデックス付け
された２Ｎ個のＯＦＤＭトーンを含む。トーンプラン３００は、ガードトーン３１０の２
つのセットと、データ／パイロットトーン３２０の２つのセットと、直流（ＤＣ）トーン
３３０のセットとを含む。様々な実施形態では、ガードトーン３１０およびＤＣトーン３
３０はヌルであり得る。様々な実施形態では、トーンプラン３００は、別の好適な数のパ
イロットトーンを含み、および／または他の好適なトーンロケーションにあるパイロット
トーンを含む。



(23) JP 2017-527180 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

【００６４】
　[0084]２Ｎトーンプラン３００が図３に示されているが、Ｎの任意の値についての同様
のトーンプラン（特に、３２トーンプラン、４８トーンプラン、６４トーンプラン、９６
トーンプラン、１２８トーンプラン、１９２トーンプラン、２５６トーンプラン、３２０
トーンプラン、３８４トーンプラン、４４８トーンプラン、５１２トーンプラン、７６８
トーンプラン、１０２４トーンプラン、１２８０トーンプラン、１５３６トーンプラン、
１７９２トーンプラン、および２０４８トーンプランなど）が使用され得る。様々な実施
形態では、各トーンプランは、たとえば、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、２０ＭＨｚ、４０ＭＨ
ｚ、８０ＭＨｚ、および１６０ＭＨｚなどの通信帯域幅に対応することができる。
【００６５】
　[0085]いくつかの態様では、送信する際の誤差のあるレベルに基づいて、好適であるト
ーンプランを指定することが望ましいことがある。たとえば、ＷｉＦｉ（登録商標）のい
くつかの実装形態は、＋／－２０ｐｐｍ（parts per million）または（許容範囲を合計
すると）合計４０ｐｐｍの送信中心周波数誤差を使用し得る。４ｘシンボル持続時間を用
いる５ＭＨｚ送信では、この４０ｐｐｍ誤差要件は、５つのＤＣトーンの使用を必要とし
得る。複数のデバイスが同時に送信する場合、要件は、各デバイスの誤差が互いに加法的
であり得るので、最高８０ｐｐｍであり得る。したがって、８０ｐｐｍ（＋／－４０ｐｐ
ｍ）シナリオでは、７つのＤＣトーンが必要とされ得る。周波数事前補正および／または
１０ｐｐｍなど、より細かいｐｐｍ要件が使用される場合、３つまたは５つのＤＣトーン
が、４ｘシンボル持続時間送信のために使用され得る。したがって、使用されるＤＣトー
ンの数は、送信において可能にされるキャリア周波数オフセットのレベルに少なくとも部
分的に基づき得る。
【００６６】
　[0086]さらに、有用であるために、トーンプランはまた、あるＢＣＣ（バイナリ畳み込
みコード）インターリービング、ＬＤＰＣ（低密度パリティチェック）トーンマッピング
距離設計を満たし、ならびにいくつかの異なる可能な変調およびコーディング方式（ＭＣ
Ｓ）に有効である必要があり得る。概して、トーンプランを選定する際に、最小数のＤＣ
、ガード、およびパイロットトーンをもつデータトーン数（Ｎｄａｔａ）の上限を最初に
取得することが有益であり得る。次に、上限といくつかの他の基準とを条件とする、実現
可能なデータトーン数（Ｎｄａｔａ）を決定することが有用であり得る。最初に、Ｎｄａ
ｔａの約数（divisors）が、ＢＣＣインターリービング深度ＮCOLのために使用され得る
。次に、Ｎｄａｔａの約数はＬＤＰＣトーンマッピング距離ＤTMとして使用されることも
あり、それらは既存のトーンプランのためのものの間にある。最終的に、ＭＣＳの除外組
合せの数、およびデータストリームの数が比較的小さく保たれることは有益であり得る。
概して、このトーンマッピングの後に残りのトーンがある場合、それらは、余分のＤＣ、
ガード、またはパイロットトーンとして使用され得る。
【００６７】
　[0087]図４に、様々な実施形態による、６４トーンプラン、１２８トーンプラン、２５
６トーンプラン、５１２トーンプラン、および１０２４トーンプランについての上限を示
す。特に、図４は、使用される帯域幅による、１つ、３つ、５つ、７つ、または１１個の
ＤＣトーンを有する実施形態における６４トーンプラン、１２８トーンプラン、２５６ト
ーンプラン、５１２トーンプラン、および１０２４トーンプランのためのデータトーン数
（Ｎｄａｔａ）に対する上限を示す。これらの上限はまた、可能なガードトーンおよびパ
イロットトーンの最小数を使用する。たとえば、ＦＦＴサイズが６４であり、１つのＤＣ
トーン、７つのガードトーン、および４つのパイロットトーンがある場合、これは、デー
タトーンとして使用され得る５２個の他のトーンを残す。
【００６８】
　[0088]図５に、様々な実施形態による、６４トーンプランを示す。様々な実施形態では
、６４トーンプランは、３８個のデータトーンと、（１つのＤＣトーンをもつ実施形態で
は）多くとも１８個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多
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くとも１４個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも
１２個のパイロットトーンと、４８個のデータトーンに対して－２０．８３％の利得と、
５２個のデータトーンに対して－２６．９２％の利得とを含む。図示のように、３８個か
ら４８個までの実現可能なデータトーン数の各々が、（より少数のトーンがあるので）５
２個のデータトーンに対して負の利得を取得し、（４８個のデータトーンを除いて）４８
個のデータトーンに対して負の利得を取得することになる。様々な実施形態では、６４ト
ーンプランは、４０個のデータトーンと、（１つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多く
とも１６個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１
２個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１０個の
パイロットトーンと、４８個のデータトーンに対して－１６．６７％の利得と、５２個の
データトーンに対して－２３．０８％の利得とを含む。様々な実施形態では、６４トーン
プランは、４２個のデータトーンと、（１つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも
１４個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１０個
のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも８つのパイロ
ットトーンと、４８個のデータトーンに対して－１２．５％の利得と、５２個のデータト
ーンに対して－１９．２３％の利得とを含む。様々な実施形態では、６４トーンプランは
、４４個のデータトーンと、（１つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１２個の
パイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも８つのパイロッ
トトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも６つのパイロットトーン
と、４８個のデータトーンに対して－８．３３％の利得と、５２個のデータトーンに対し
て－１５．３８％の利得とを含む。様々な実施形態では、６４トーンプランは、４６個の
データトーンと、（１つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１０個のパイロット
トーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも６つのパイロットトーンと
、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも４つのパイロットトーンと、４８個
のデータトーンに対して－４．１７％の利得と、５２個のデータトーンに対して－１１．
５４％の利得とを含む。様々な実施形態では、６４トーンプランは、４８個のデータトー
ンと、（１つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも８つのパイロットトーンと、（
５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも４つのパイロットトーンと、４８個のデ
ータトーンに対して０％の利得と、５２個のデータトーンに対して－７．６９％の利得と
を含む。図示のように、４８個のデータトーンは、７つのＤＣトーンがある場合、必要と
される数のパイロットトーンを供給するために十分なトーンが残っていないことがあるの
で、使用され得ない。
【００６９】
　[0089]一例では、４８個のデータトーンと４つのパイロットトーンとが、１つの５２ト
ーンリソースユニット（ＲＵ）を形成することができ、いくつかの実施形態では、それは
、個々の１つの宛先デバイスに割り振られるトーンの別個のセットのための別の用語であ
り得る。したがって、各ＲＵは、帯域幅全体がそれに従って割り当てられる基本ユニット
である。さらに、各ＯＦＤＭＡユーザは、複数のＲＵの割振りを割り当てられ得る。たと
えば、９６個のデータトーンは、２４個のデータトーンを有する４つのセットＲＵとして
、２４個のデータトーンを有す２つのＲＵ＋４８個のデータトーンを有する１つのＲＵと
して、または４８個のデータトーンを有する２つのＲＵとして割り振られ得る。別の例と
して、２１６個のデータトーンは、２４個のデータトーンを有する９つのＲＵとして、２
４個のデータトーンを有する７つのＲＵ＋４８個のデータトーンを有する１つのＲＵとし
て、２４個のデータトーンを有する５つのＲＵ＋４８個のデータトーンを有する２つのＲ
Ｕとして、２４個のデータトーンを有する３つのＲＵ＋４８個のデータトーンを有する３
つのＲＵとして、または２４個のデータトーンを有する１つのＲＵ＋４８個のデータトー
ンを有する４つのＲＵとして割り振られ得る。
【００７０】
　[0090]図６に、様々な実施形態による、１２８トーンプランを示す。様々な実施形態で
は、１２８トーンプランは、９６個のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形
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態では）多くとも１８個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では
）多くとも１６個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多く
とも１４個のパイロットトーンと、１０８個のデータトーンをもつトーンプランに対して
－１１．１１％の利得とを含む。様々な実施形態では、１２８トーンプランは、９８個の
データトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１６個のパイロット
トーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１４個のパイロットトーン
と、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１２個のパイロットトーンと、１
０８個のデータトーンをもつトーンプランに対して－９．２６％の利得とを含む。様々な
実施形態では、１２８トーンプランは、１００個のデータトーンと、（３つのＤＣトーン
をもつ実施形態では）多くとも１４個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ
実施形態では）多くとも１２個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形
態では）多くとも１０個のパイロットトーンと、１０８個のデータトーンをもつトーンプ
ランに対して－７．４１％の利得とを含む。様々な実施形態では、１２８トーンプランは
、１０２個のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１２個
のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１０個のパイ
ロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも８個のパイロットト
ーンと、１０８個のデータトーンをもつトーンプランに対して－５．５６％の利得とを含
む。様々な実施形態では、１２８トーンプランは、１０４個のデータトーンと、（３つの
ＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１０個のパイロットトーンと、（５つのＤＣト
ーンをもつ実施形態では）多くとも８つのパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをも
つ実施形態では）多くとも６つのパイロットトーンと、１０８個のデータトーンをもつト
ーンプランに対して－３．７％の利得とを含む。様々な実施形態では、１２８トーンプラ
ンは、１０６個のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも８
つのパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも６つのパイ
ロットトーンと、１０８個のデータトーンをもつトーンプランに対して－１．８５％の利
得とを含む。図示のように、１０６個のデータトーンは、７つのＤＣトーンがある場合、
必要とされる数のパイロットトーンを供給するために十分なトーンが残っていないことが
あるので、使用され得ない。
【００７１】
　[0091]一例では、１０２個のデータトーンおよび４つのパイロットトーンが、１つの１
０６トーンＲＵを形成することができる。上記で説明したように、各ＯＦＤＭＡユーザは
、複数のＲＵの割振りを割り当てられ得る。たとえば、２２２個のデータトーンは、１０
２個のデータトーンを有す１つのＲＵ＋２４個のデータトーンを有する５つのＲＵとして
、１０２個のデータトーンを有する１つのＲＵ＋４８個のデータトーンを有する１つのＲ
Ｕ＋２４個のデータトーンを有する３つのＲＵとして、または１０２個のデータトーンを
有する１つのＲＵ＋４８個のデータトーンを有する２つのＲＵ＋２４個のデータトーンを
有する１つのＲＵとして割り振られ得る。別の例として、２２８個のデータトーンは、１
０２個のデータトーンを有する２つのＲＵ＋２４個のデータトーンを有する１つのＲＵと
して割り振られ得る。
【００７２】
　[0092]図６に、様々な実施形態による、２５６トーンプランを示す。様々な実施形態で
は、２５６トーンプランは、２１６個のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施
形態では）多くとも２６個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態で
は）多くとも２４個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多
くとも２２個のパイロットトーンと、２３４個のデータトーンをもつトーンプランに対し
て－７．６９％の利得とを含む。様々な実施形態では、２５６トーンプランは、２１８個
のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも２４個のパイロッ
トトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも２２個のパイロットトー
ンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも２０個のパイロットトーンと、
２３４個のデータトーンをもつトーンプランに対して－６．８４％の利得とを含む。様々
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な実施形態では、２５６トーンプランは、２２０個のデータトーンと、（３つのＤＣトー
ンをもつ実施形態では）多くとも２２個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをも
つ実施形態では）多くとも２０個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施
形態では）多くとも１８個のパイロットトーンと、２３４個のデータトーンをもつトーン
プランに対して－５．９８％の利得とを含む。様々な実施形態では、２５６トーンプラン
は、２２２個のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも２０
個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１８個のパ
イロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１６個のパイロッ
トトーンと、２３４個のデータトーンをもつトーンプランに対して－５．１３％の利得と
を含む。様々な実施形態では、２５６トーンプランは、２２４個のデータトーンと、（３
つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１８個のパイロットトーンと、（５つのＤ
Ｃトーンをもつ実施形態では）多くとも１６個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトー
ンをもつ実施形態では）多くとも１４個のパイロットトーンと、２３４個のデータトーン
をもつトーンプランに対して－４．２７％の利得とを含む。様々な実施形態では、２５６
トーンプランは、２２５個のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形態では）
多くとも１７個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くと
も１５個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１３
個のパイロットトーンと、２３４個のデータトーンをもつトーンプランに対して－３．８
５％の利得とを含む。様々な実施形態では、２５６トーンプランは、２２６個のデータト
ーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１６個のパイロットトーンと
、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１４個のパイロットトーンと、（７
つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１２個のパイロットトーンと、２３４個の
データトーンをもつトーンプランに対して－３．４２％の利得とを含む。様々な実施形態
では、２５６トーンプランは、２２８個のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実
施形態では）多くとも１４個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態
では）多くとも１２個のパイロットトーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）
多くとも１０個のパイロットトーンと、２３４個のデータトーンをもつトーンプランに対
して－２．５６％の利得とを含む。様々な実施形態では、２５６トーンプランは、２３０
個のデータトーンと、（３つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１２個のパイロ
ットトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１０個のパイロットト
ーンと、（７つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも８個のパイロットトーンと、
２３４個のデータトーンをもつトーンプランに対して－１．７１％の利得とを含む。様々
な実施形態では、２５６トーンプランは、２３２個のデータトーンと、（３つのＤＣトー
ンをもつ実施形態では）多くとも１０個のパイロットトーンと、（５つのＤＣトーンをも
つ実施形態では）多くとも８つのパイロットトーンと、２３４個のデータトーンをもつト
ーンプランに対して－０．８５％の利得とを含む。図示のように、２３２個のデータトー
ンは、７つのＤＣトーンがある場合、必要とされる数のパイロットトーンを供給するため
に十分なトーンが残っていないことがあるので、使用され得ない。
【００７３】
　[0093]図８に、様々な実施形態による、５１２トーンプランを示す。様々な実施形態で
は、５１２トーンプランは、４７４個のデータトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施
形態では）多くとも２２個のパイロットトーンと、（１１個のＤＣトーンをもつ実施形態
では）多くとも１６個のパイロットトーンと、４６８個のデータトーンをもつトーンプラ
ンに対して１．２８％の利得とを含む。様々な実施形態では、５１２トーンプランは、４
７６個のデータトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも２０個のパ
イロットトーンと、（１１個のＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１４個のパイロ
ットトーンと、４６８個のデータトーンをもつトーンプランに対して１．７１％の利得と
を含む。様々な実施形態では、５１２トーンプランは、４８０個のデータトーンと、（５
つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１６個のパイロットトーンと、４６８個の
データトーンをもつトーンプランに対して２．５６％の利得とを含む。図示のように、４
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８０個のデータトーンは、１１個のＤＣトーンがある場合、必要とされる数のパイロット
トーンを供給するために十分なトーンが残っていないことがあるので、使用され得ない。
【００７４】
　[0094]図９に、様々な実施形態による、１０２４トーンプランを示す。様々な実施形態
では、１０２４トーンプランは、９４８個のデータトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ
実施形態では）多くとも６０個のパイロットトーンと、（１１個のＤＣトーンをもつ実施
形態では）多くとも５４個のパイロットトーンと、９３６個のデータトーンをもつトーン
プランに対して１．２８％の利得とを含む。９３６個のデータトーンとの、この比較トー
ンプランは、４つの２５６トーンプランを複製することに基づくトーンプランを使用する
ことに基づくことに留意されたい。様々な実施形態では、１０２４トーンプランは、９６
０個のデータトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも４８個のパイ
ロットトーンと、（１１個のＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも４２個のパイロッ
トトーンと、９３６個のデータトーンをもつトーンプランに対して２．５６％の利得とを
含む。様々な実施形態では、１０２４トーンプランは、９７２個のデータトーンと、（５
つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも３６個のパイロットトーンと、（１１個の
ＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも３０個のパイロットトーンと、９３６個のデー
タトーンをもつトーンプランに対して４．０６％の利得とを含む。様々な実施形態では、
１０２４トーンプランは、９８０個のデータトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形
態では）多くとも２８個のパイロットトーンと、（１１個のＤＣトーンをもつ実施形態で
は）多くとも２２個のパイロットトーンと、９３６個のデータトーンをもつトーンプラン
に対して４．７０％の利得とを含む。様々な実施形態では、１０２４トーンプランは、９
８４個のデータトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも２４個のパ
イロットトーンと、（１１個のＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１８個のパイロ
ットトーンと、９３６個のデータトーンをもつトーンプランに対して５．１３％の利得と
を含む。様々な実施形態では、１０２４トーンプランは、９９０個のデータトーンと、（
５つのＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１８個のパイロットトーンと、（１１個
のＤＣトーンをもつ実施形態では）多くとも１２個のパイロットトーンと、９３６個のデ
ータトーンをもつトーンプランに対して５．７７％の利得とを含む。様々な実施形態では
、１０２４トーンプランは、９９６個のデータトーンと、（５つのＤＣトーンをもつ実施
形態では）多くとも１２個のパイロットトーンと、９３６個のデータトーンをもつトーン
プランに対して６．４１％の利得とを含む。図示のように、９９６個のデータトーンは、
１１個のＤＣトーンがある場合、必要とされる数のパイロットトーンを供給するために十
分なトーンが残っていないことがあるので、使用され得ない。
【００７５】
　[0095]図１０に、一実施形態による、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）トーンプ
ランのためのインターリービングパラメータを生成するように動作可能であるシステム１
０００を示す。システム１０００は、ワイヤレスネットワーク１０５０を介して複数の他
のデバイス（たとえば、宛先デバイス）１０２０、１０３０、および１０４０とワイヤレ
ス通信するように構成された第１のデバイス（たとえば、ソースデバイス）１０１０を含
む。代替実施形態では、異なる数のソースデバイス宛先デバイスが、システム１０００中
に存在し得る。様々な実施形態では、ソースデバイス１０１０はＡＰ１０４（図１）を含
むことができ、他のデバイス１０２０、１０３０、および１０４０はＳＴＡ１０６（図１
）を含むことができる。システム１０００はシステム１００（図１）を含むことができる
。様々な実施形態では、デバイス１０１０、１０２０、１０３０、および１０４０のいず
れも、ワイヤレスデバイス２０２（図２）を含むことができる。
【００７６】
　[0096]特定の実施形態では、ワイヤレスネットワーク１０５０は、米国電気電子技術者
協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ワイヤレスネットワーク（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉネットワ
ーク）である。たとえば、ワイヤレスネットワーク１０５０は、ＩＥＥＥ８０２．１１規
格に従って動作することができる。特定の実施形態では、ワイヤレスネットワーク１０５
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０は多元接続通信をサポートする。たとえば、ワイヤレスネットワーク１０５０は、宛先
デバイス１０２０、１０３０、および１０４０の各々への単一のパケット１０６０の通信
をサポートすることができ、ここで、単一のパケット１０６０は、宛先デバイスの各々に
向けられた個々のデータ部分を含む。一例では、パケット１０６０は、本明細書でさらに
説明するように、ＯＦＤＭＡパケットであり得る。
【００７７】
　[0097]ソースデバイス１０１０は、（１つまたは複数の）多元接続パケットを生成し、
複数の宛先デバイスに送信するように構成されたアクセスポイント（ＡＰ）または他のデ
バイスであり得る。特定の実施形態では、ソースデバイス１０１０は、プロセッサ１０１
１（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ネッ
トワーク処理ユニット（ＮＰＵ）など）と、メモリ１０１２（たとえば、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）など）と、ワイヤレスネットワーク１
０５０を介してデータを送信および受信するように構成されたワイヤレスインターフェー
ス１０１５とを含む。メモリ１０１２は、図１１のインターリービングシステム１０１４
に関して説明する技法に従ってデータをインターリーブするために、インターリービング
システム１０１４によって使用されるバイナリ畳み込みコード（ＢＣＣ）インターリービ
ングパラメータ１０１３を記憶することができる。
【００７８】
　[0098]本明細書で使用する「トーン」は、データがその内で通信され得る周波数または
周波数のセット（たとえば、周波数範囲）を表すことができる。トーンは、代替的にサブ
キャリアと呼ばれることがある。したがって、「トーン」は周波数領域ユニットであり得
、パケットは複数のトーンにわたることができる。トーンとは対照的に、「シンボル」は
時間領域ユニットであり得、パケットは複数のシンボルにわたる（たとえば、複数のシン
ボルを含む）ことができ、各シンボルは特定の持続時間を有する。したがって、ワイヤレ
スパケットは、周波数範囲（たとえば、トーン）と時間期間（たとえば、シンボル）とに
わたる２次元構造として視覚化され得る。
【００７９】
　[0099]一例として、ワイヤレスデバイスは、８０メガヘルツ（ＭＨｚ）ワイヤレスチャ
ネル（たとえば、８０ＭＨｚ帯域幅を有するチャネル）を介してパケットを受信すること
ができる。ワイヤレスデバイスは、パケット中の５１２個のトーンを決定するために５１
２点高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を実施することができる。トーンのサブセットが「使用
可能」と考えられ得、残りのトーンは「使用不可能」と考えられ得る（たとえば、ガード
トーン、直流（ＤＣ）トーンなどであり得る）。例示のために、４７４個のデータトーン
と２２個のパイロットトーンとを含む、５１２個のトーンのうちの４９６個が使用可能で
あり得る。別の例として、４７６個のデータトーンおよび２０個のパイロットトーンがあ
り得る。上述のチャネル帯域幅、変換、およびトーンプランは例にすぎないことに留意さ
れたい。代替実施形態では、異なるチャネル帯域幅（たとえば、５ＭＨｚ、６ＭＨｚ、６
．５ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚなど）、異なる変換（たとえば、２５６点ＦＦＴ、
１０２４点ＦＦＴなど）、および／または異なるトーンプランが使用され得る。
【００８０】
　[00100]特定の実施形態では、パケットは、１つまたは複数の空間ストリーム上で送信
される様々なブロックサイズ（たとえば、サブバンドごとに様々なデータトーン数）を含
むことができる。たとえば、パケットは、サブバンドごとに１２個のデータトーン、サブ
バンドごとに３６個のデータトーン、サブバンドごとに７２個のデータトーン、サブバン
ドごとに１２０個のデータトーン、サブバンドごとに１５６個のデータトーン、またはサ
ブバンドごとに３１２個のデータトーンを含むことができる。インターリーブ深度と、イ
ンターリーブ回転インデックスと、ベースサブキャリア回転との組合せが、ブロックサイ
ズごとに与えられ得る。
【００８１】
　[00101]特定の実施形態では、インターリービングパラメータ１０１３は、パケット１
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０６０のどのデータトーンが個々の宛先デバイスに割り当てられるかを決定するために、
多元接続パケット１０６０の生成中にインターリービングシステム１０１４によって使用
され得る。たとえば、パケット１０６０は、各個々の宛先デバイス１０２０、１０３０、
および１０４０に（たとえば、１つまたは複数のリソースユニットとして）割り振られた
トーンの別個のセットを含むことができる。例示のために、パケット１０６０はインター
リーブされたトーン割振りを利用することができる。
【００８２】
　[00102]宛先デバイス１０２０、１０３０、および１０４０はそれぞれ、プロセッサ（
たとえば、プロセッサ１０２１）と、メモリ（たとえば、メモリ１０２２）と、ワイヤレ
スインターフェース（たとえば、ワイヤレスインターフェース１０２５）とを含むことが
できる。宛先デバイス１０２０、１０３０、および１０４０はそれぞれ、図１１のＭＩＭ
Ｏ検出器１１１８に関して説明するように、パケット（たとえば、単一接続パケットまた
は多元接続パケット）をデインターリーブするように構成されたデインターリービングシ
ステム１０２４をも含むことができる。一例では、メモリ１０２２は、インターリービン
グパラメータ１０１３と同等のインターリービングパラメータ１０２３を記憶することが
できる。
【００８３】
　[00103]動作中、ソースデバイス１０１０は、パケット１０６０を生成し、それをワイ
ヤレスネットワーク１０５０を介して宛先デバイス１０２０、１０３０、および１０４０
の各々に送信することができる。パケット１０６０は、インターリーブされたパターンに
従って各個々の宛先デバイスに割り振られたデータトーンの別個のセットを含むことがで
きる。
【００８４】
　[00104]したがって、図１０のシステム１０００は、ＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレス
ネットワーク上で通信するために、ソースデバイスおよび宛先デバイスが使用するための
ＯＦＤＭＡデータトーンインターリービングパラメータを供給することができる。たとえ
ば、インターリービングパラメータ１０１３、１０２３（またはそれの部分）は、図示の
ように、ソースデバイスおよび宛先デバイスのメモリに記憶され得る、ワイヤレス規格（
たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１規格）によって規格化され得る、などである。本明細書
で説明する様々なデータトーンプランはダウンリンク（ＤＬ）ＯＦＤＭＡ通信ならびにア
ップリンク（ＵＬ）ＯＦＤＭＡ通信の両方のために適用可能であり得ることに留意された
い。
【００８５】
　[00105]たとえば、ソースデバイス１０１０（たとえば、アクセスポイント）はワイヤ
レスネットワーク１０５０を介して（１つまたは複数の）信号を受信することができる。
（１つまたは複数の）信号はアップリンクパケットに対応することができる。パケット中
で、トーンの別個のセットが、宛先デバイス（たとえば、移動局）１０２０、１０３０、
および１０４０の各々に割り振られ、その宛先デバイスによって送信されたアップリンク
データを搬送することができる。
【００８６】
　[00106]図１１に、ワイヤレス通信を送信および受信するために、図１０のワイヤレス
デバイスなど、ワイヤレスデバイスにおいて実装され得る例示的な多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）システム１１００を示す。システム１１００は、図１０の第１のデバイス１０１０と
図１０の宛先デバイス１０２０とを含む。
【００８７】
　[00107]第１のデバイス１０１０は、エンコーダ１１０４と、インターリービングシス
テム１０１４と、複数の変調器１１０２ａ～１１０２ｃと、複数の送信（ＴＸ）回路１１
１０ａ～１１１０ｃと、複数のアンテナ１１１２ａ～１１１２ｃとを含む。宛先デバイス
１０２０は、複数のアンテナ１１１４ａ～１１１４ｃと、複数の受信（ＲＸ）回路１１１
６ａ～１１１６ｃと、ＭＩＭＯ検出器１１１８と、デコーダ１１２０とを含む。
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【００８８】
　[00108]ビットシーケンスがエンコーダ１１０４に供給され得る。エンコーダ１１０４
は、ビットシーケンスを符号化するように構成され得る。たとえば、エンコーダ１１０４
は、ビットシーケンスに前方誤り訂正（ＦＥＣ）コードを適用するように構成され得る。
ＦＥＣコードは、ブロックコード、畳み込みコード（たとえば、バイナリ畳み込みコード
）などであり得る。符号化ビットシーケンスはインターリービングシステム１０１４に供
給され得る。
【００８９】
　[00109]インターリービングシステム１０１４は、ストリームパーサ１１０６と複数の
空間ストリームインターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃとを含むことができる。ストリー
ムパーサ１１０６は、エンコーダ１１０４から複数の空間ストリームインターリーバ１１
０８ａ～１１０８ｃへの符号化ビットストリームをパースするように構成され得る。
【００９０】
　[00110]各インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃは、周波数インターリービングを実
施するように構成され得る。たとえば、ストリームパーサ１１０６は、メッセージを送信
するために使用される各空間ストリームについてシンボルごとにコード化ビットのブロッ
クを出力することができる。各ブロックは、行（row）に書き込み、列（column）を読み
出す、対応するインターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃによってインターリーブされ得る
。列数（Ｎｃｏｌ）またはインターリーバ深度は、データトーン数（Ｎｄａｔａ）に基づ
き得る。行数（Ｎｒｏｗ）は、列数（Ｎｃｏｌ）およびデータトーン数（Ｎｄａｔａ）の
関数であり得る。たとえば、行数（Ｎｒｏｗ）は、列数（Ｎｃｏｌ）で除算されたデータ
トーン数（Ｎｄａｔａ）に等しくなり得る（たとえば、Ｎｒｏｗ＝Ｎｄａｔａ／Ｎｃｏｌ
）。
【００９１】
　[00111]図１２は、６４トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のための
候補インターリーバパラメータを示すチャートである。特定の実施形態では、インターリ
ーバ深度（たとえば、列数（Ｎｃｏｌ））はデータトーン数（Ｎｄａｔａ）の因数（fact
or）であり得る。様々な実施形態では、３８データトーンブロックは、２または１９のイ
ンターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、４０データトーンブロッ
クは、２、４、５、８、１０、または２０インターリーバ深度を有することができる。様
々な実施形態では、４２データトーンブロックは、２、３、６、７、１４、または２１の
インターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、４４データトーンブロ
ックは、２、４、１１、または２２のインターリーバ深度を有することができる。様々な
実施形態では、４６データトーンブロックは、２または２３のインターリーバ深度を有す
ることができる。様々な実施形態では、４８データトーンブロックは、２、３、４、６、
８、１２、１６、または２４のインターリーバ深度を有することができる。
【００９２】
　[00112]２つ以上の空間ストリームがある場合、複数の空間ストリームに周波数回転が
適用され得る。周波数回転は、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）と回転インデックス
とに基づき得る。ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）および回転インデックスは、デー
タトーン数（Ｎｄａｔａ）と空間ストリーム数（Ｎｓｓ）とに基づき得る。
【００９３】
　[00113]たとえば、データトーンブロックが４つまたはそれより少ない空間ストリーム
（Ｎｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）は、１～１６のいずれか
であり得る。回転インデックス（たとえば、図１２の第６の列）は、このシナリオでは［
０　２　１　３］のビットリバーサル（reversal）であり得る。代替的に、データトーン
ブロックが４つより多い空間ストリーム（Ｎｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア回
転（ＮＲＯＴ）は、１～１０のいずれかであり得る。回転インデックス（たとえば、図１
２の第７の列）は、いくつかの実施形態では［０　４　２　６　１　５　３　７］のビッ
トリバーサルであり得、または回転インデックスは、他の実施形態では、隣接するストリ
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ームの平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）ように選定され得る（た
とえば、［０　５　２　７　３　６　１　４］）。本明細書では、平均サブキャリア距離
を最大にするインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の回転イン
デックスが使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）
任意の他の回転インデックスが使用され得る。たとえば、隣接するストリームの平均サブ
キャリア距離を最大にする任意の置換が使用され得、［０　５　２　７　３　６　１　４
］は１つの例にすぎない。
【００９４】
　[00114]図１３は、１２８トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のため
の候補インターリーバパラメータを示すチャートである。特定の実施形態では、インター
リーバ深度（たとえば、列数（ＮＣＯＬ））はデータトーン数（Ｎｄａｔａ）の因数（fa
ctor）であり得る。様々な実施形態では、９６データトーンブロックは、２、３、４、６
、８、１２、１６、２４、３２、または４８のインターリーバ深度を有することができる
。様々な実施形態では、９８データトーンブロックは、２、７、１４、または４９インタ
ーリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、１００データトーンブロック
は、２、４、５、１０、２０、２５、または５０のインターリーバ深度を有することがで
きる。様々な実施形態では、１０２データトーンブロックは、２、３、６、１７、３４、
または５１のインターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、１０４デ
ータトーンブロックは、２、４、８、１３、２６、または５２のインターリーバ深度を有
することができる。様々な実施形態では、１０６データトーンブロックは、２または５３
のインターリーバ深度を有することができる。
【００９５】
　[00115]２つ以上の空間ストリームがある場合、空間ストリームに周波数回転が適用さ
れ得る。周波数回転は、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）と回転インデックスとに基
づき得る。ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）および回転インデックスは、データトー
ン数（Ｎｄａｔａ）と空間ストリーム数（Ｎｓｓ）とに基づき得る。
【００９６】
　[00116]たとえば、データトーンブロックが４つまたはそれ以下の空間ストリーム（Ｎ
ｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）は、１、２、３、４、５、６
、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、
２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、または３１のいずれか
であり得る。回転インデックス（たとえば、図１３の第６の列）は、このシナリオでは［
０　２　１　３］のビットリバーサルであり得る。代替的に、データトーンブロックが５
４より多い空間ストリーム（Ｎｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ
）は、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１
６、１７、または１８のいずれかであり得る。回転インデックス（たとえば、図１３の第
７の列）は、いくつかの実施形態では［０　４　２　６　１　５　３　７］のビットリバ
ーサルであり得、または回転インデックスは、他の実施形態では、隣接するストリームの
平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）ように選定され得る（たとえば
、［０　５　２　７　３　６　１　４］）。本明細書では、平均サブキャリア距離を最大
にするインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の回転インデック
スが使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）任意の
他の回転インデックスが使用され得る。
【００９７】
　[00117]図１４は、２５６トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のため
の候補インターリーバパラメータを示すチャートである。特定の実施形態では、インター
リーバ深度（たとえば、列数（ＮＣＯＬ））はデータトーン数（Ｎｄａｔａ）の因数であ
り得る。様々な実施形態では、２１６データトーンブロックは、２、３、４、６、８、９
、１２、１８、２４、２７、３６、５４、７２、または１０８のインターリーバ深度を有
することができる。様々な実施形態では、２１８データトーンブロックは、２または１０
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９インターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、２２０データトーン
ブロックは、２、４、５、１０、１１、２０、２２、４４、５５、または１１０のインタ
ーリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、２２２データトーンブロック
は、２、３、６、３７、７４、または１１１のインターリーバ深度を有することができる
。様々な実施形態では、２２４データトーンブロックは、２、４、７、８、１４、１６、
２８、３２、５６、または１１２のインターリーバ深度を有することができる。様々な実
施形態では、２２５データトーンブロックは、３、５、９、１５、２５、４５、または７
５のインターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、２２６データトー
ンブロックは、２または１１３のインターリーバ深度を有することができる。様々な実施
形態では、２２８データトーンブロックは、２、３、４、６、１２、１９、３８、５７、
７６、または１１４のインターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、
２３０データトーンブロックは、２、５、１０、２３、４６、または１１５のインターリ
ーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、２３２データトーンブロックは、
２、４、８、２９、５８、または１１６のインターリーバ深度を有することができる。
【００９８】
　[00118]２つ以上の空間ストリームがある場合、複数の空間ストリームに周波数回転が
適用され得る。周波数回転は、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）と回転インデックス
とに基づき得る。ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）および回転インデックスは、デー
タトーン数（Ｎｄａｔａ）と空間ストリーム数（Ｎｓｓ）とに基づき得る。
【００９９】
　[00119]たとえば、データトーンブロックが４つまたはそれ以下の空間ストリーム（Ｎ
ｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）は、５０、５１、５２、５３
、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、または６２のいずれかであり得る
。回転インデックス（たとえば、図１４の第６の列）は、このシナリオでは［０　２　１
　３］のビットリバーサルであり得る。代替的に、データトーンブロックが４より多い空
間ストリーム（Ｎｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）は、１、２
、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１
８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１
、３２、または３３のいずれかであり得る。回転インデックス（たとえば、図１４の第７
の列）は、いくつかの実施形態では［０　４　２　６　１　５　３　７］のビットリバー
サルであり得、または回転インデックスは、他の実施形態では、隣接するストリームの平
均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）ように選定され得る（たとえば、
［０　５　２　７　３　６　１　４］）。本明細書では、平均サブキャリア距離を最大に
するインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の回転インデックス
が使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）任意の他
の回転インデックスが使用され得る。
【０１００】
　[00120]図１５は、５１２トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のため
の候補インターリーバパラメータを示すチャートである。特定の実施形態では、インター
リーバ深度（たとえば、列数（ＮＣＯＬ））はデータトーン数（Ｎｄａｔａ）の因数であ
り得る。様々な実施形態では、４７４データトーンブロックは、２、３、６、７９、１５
８、または２３７のインターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、４
７６データトーンブロックは、２、４、７、１４、１７、２８、３４、６８、１１９、ま
たは２３８のインターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、４８０デ
ータトーンブロックは、２、３、４、５、６、８、１０、１２、１５、１６、２０、２４
、３０、３２、４０、４８、６０、８０、９６、１２０、１６０、または２４０のインタ
ーリーバ深度を有することができる。
【０１０１】
　[00121]２つ以上の空間ストリームがある場合、空間ストリームに周波数回転が適用さ
れ得る。周波数回転は、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）と回転インデックスとに基
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づき得る。ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）および回転インデックスは、データトー
ン数（Ｎｄａｔａ）と空間ストリーム数（Ｎｓｓ）とに基づき得る。
【０１０２】
　[00122]たとえば、データトーンブロックが４つまたはそれ以下の空間ストリーム（Ｎ
ｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）は、１１３、１１４、１１５
、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５
、１２６、または１２７のいずれかであり得る。回転インデックス（たとえば、図１５の
第６の列）は、このシナリオでは［０　２　１　３］のビットリバーサルであり得る。代
替的に、データトーンブロックが４より多い空間ストリーム（Ｎｓｓ）を有する場合、ベ
ースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）は、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６
１、６２、６３、６４、６５、または６６のいずれかであり得る。回転インデックス（た
とえば、図１５の第７の列）は、いくつかの実施形態では［０　４　２　６　１　５　３
　７］のビットリバーサルであり得、または回転インデックスは、他の実施形態では、隣
接するストリームの平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）ように選定
され得る（たとえば、［０　５　２　７　３　６　１　４］）。本明細書では、平均サブ
キャリア距離を最大にするインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４
］の回転インデックスが使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または
増加させる）任意の他の回転インデックスが使用され得る。
【０１０３】
　[00123]図１６は、１０２４トーンプラン実施形態による、様々なデータトーン数のた
めの候補インターリーバパラメータを示すチャートである。特定の実施形態では、インタ
ーリーバ深度（たとえば、列数（ＮＣＯＬ））はデータトーン数（Ｎｄａｔａ）の因数で
あり得る。様々な実施形態では、９４８データトーンブロックは、２、３、４、６、１２
、７９、１５８、２３７、３１６、または４７４のインターリーバ深度を有することがで
きる。様々な実施形態では、９６０データトーンブロックは、２、３、４、５、６、８、
１０、１２、１５、１６、２０、２４、３０、３２、４０、４８、６０、６４、８０、９
６、１２０、１６０、１９２、２４０、３２０、または４８０のインターリーバ深度を有
することができる。様々な実施形態では、９７２データトーンブロックは、２、３、４、
６、９、１２、１８、２７、３６、５４、８１、１０８、１６２、２４３、３２４、また
は４８６のインターリーバ深度を有することができる。様々な実施形態では、９８０デー
タトーンブロックは、２、４、５、７、１０、１４、２０、２８、３５、４９、７０、９
８、１４０、１９６、２４５、または４９０のインターリーバ深度を有することができる
。様々な実施形態では、９８４データトーンブロックは、２、３、４、６、８、１２、２
４、４１、８２、１２３、１６４、２４６、３２８、または４９２のインターリーバ深度
を有することができる。様々な実施形態では、９９０データトーンブロックは、２、３、
５、６、９、１０、１１、１５、１８、２２、３０、３３、４５、５５、６６、９０、９
９、１１０、１６５、１９８、３３０、または４９５のインターリーバ深度を有すること
ができる。様々な実施形態では、９９６データトーンブロックは、２、３、４、６、１２
、８３、１６６、２４９、３３２、または４９８のインターリーバ深度を有することがで
きる。
【０１０４】
　[00124]２つ以上の空間ストリームがある場合、空間ストリームに周波数回転が適用さ
れ得る。周波数回転は、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）と回転インデックスとに基
づき得る。ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）および回転インデックスは、データトー
ン数（Ｎｄａｔａ）と空間ストリーム数（Ｎｓｓ）とに基づき得る。
【０１０５】
　[00125]たとえば、データトーンブロックが４つまたはそれ以下の空間ストリーム（Ｎ
ｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア回転（ＮＲＯＴ）は、２３２、２３３、２３４
、２３５、２３６、２３７、２３８、２３９、２４０、２４１、２４２、２４３、２４４
、２４５、２４６、２４７、２４８、２４９、２５０、２５１、２５２、２５３、または
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２５４のいずれかであり得る。回転インデックス（たとえば、図１６の第６の列）は、こ
のシナリオでは［０　２　１　３］のビットリバーサルであり得る。代替的に、データト
ーンブロックが４より多い空間ストリーム（Ｎｓｓ）を有する場合、ベースサブキャリア
回転（ＮＲＯＴ）は、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２
０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、また
は１３０のいずれかであり得る。回転インデックス（たとえば、図１６の第７の列）は、
いくつかの実施形態では［０　４　２　６　１　５　３　７］のビットリバーサルであり
得、または回転インデックスは、他の実施形態では、隣接するストリームの平均サブキャ
リア距離を最大にする（または増加させる）ように選定され得る（たとえば、［０　５　
２　７　３　６　１　４］）。本明細書では、平均サブキャリア距離を最大にするインデ
ックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の回転インデックスが使用され
ているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）任意の他の回転イン
デックスが使用され得る。
【０１０６】
　[00126]再び図１１を参照すると、各インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃの出力（
たとえば、送信ストリーム）は、対応する変調器１１０２ａ～１１０２ｃに供給され得る
。各変調器１１０２ａ～１１０２ｃは、対応する送信ストリームを変調し、変調された送
信ストリームを対応する送信回路１１１０ａ～１１１０ｃに渡すように構成され得る。特
定の実施形態では、ビット（たとえば、送信ストリーム）は、４位相シフトキーイング（
ＱＰＳＫ：Quadrature Phase Shift Keying）変調、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ
：Binary Phase Shift Keying）変調、または直交振幅変調（ＱＡＭ：Quadrature Amplit
ude Modulation）（たとえば、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ）を使用して変調
され得る。送信回路１１１０ａ～１１１０ｃは、対応するアンテナ１１１２ａ～１１１２
ｃを介してワイヤレスネットワーク（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレスネット
ワーク）上で変調された送信ストリームを送信するように構成され得る。
【０１０７】
　[00127]特定の実施形態では、アンテナ１１１２ａ～１１１２ｃは、別個であり、空間
的に分離したアンテナである。別の実施形態では、別個の信号が、異なる偏波に合成され
、アンテナ１１１２～１１１２ｃのサブセットを介して送信され得る。たとえば、別個の
信号が合成され得、ここで、空間回転または空間拡散が実施され、複数の空間ストリーム
が単一のアンテナにマッピングされる。
【０１０８】
　[00128]宛先デバイス１０２９の受信回路１１１６ａ～１１１６ｃは、対応するアンテ
ナ１１１４ａ～１１１４ｃを介してインターリーブされた符号化ビットを受信することが
できる。受信回路１１１６ａ～１１１６ｃの出力はＭＩＭＯ検出器１１１８に供給され、
ＭＩＭＯ検出器１１１８の出力はデコーダ１１２０に供給される。特定の実施形態では、
ＭＩＭＯ検出器１１１８は、インターリービングシステム１０１４の逆の動作を実施する
ように構成されたデインターリービングシステムを含むことができる。デコーダ１１２０
は、回復不能なエラーがなければ、エンコーダ１１０４に供給された送信されたビットと
同じである受信されたビットを出力することができる。
【０１０９】
　[00129]図１７は、様々なデータトーン数（Ｎｄａｔａ）のための例示的な低密度パリ
ティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距離（ＤＴＭ）を示すチャートである。マッ
ピング距離（ＤＴＭ）は、少なくとも、ＬＤＰＣコードワード長（ＬＣＷ）で除算された
ＯＦＤＭシンボルごとのコード化ビット数（ＮＣＢＰＳ）と同じ大きさであり得（たとえ
ば、ＮＣＢＰＳ／ＬＣＷ≦ＤＴＭ）、したがって、各ＬＤＰＣコードワードはトーンの全
範囲をカバーする。さらに、マッピング距離（ＤＴＭ）はサブキャリア数の整数約数（Ｎ
ＳＤ：divisor of the number of subcarriers）であり得る。マッピング距離（ＤＴＭ）
は、固定トーン処理をもつ、受信回路１１１６ａ～１１１６ｃの高速フーリエ変換（ＦＦ
Ｔ）モジュールにおいて実装されたトーンデマッパを使用可能にするために、各帯域幅内
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のレートにわたって一定であり得る。
【０１１０】
　[00130]様々な実施形態では、３８データトーンブロックは２または１９のマッピング
距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、４０データトーンブロック
は、２、４、５、８、１０、または２０のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができ
る。様々な実施形態では、４２データトーンブロックは、２、３、６、７、１４、または
２１のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、４４デー
タトーンブロックは、２、４、１１、または２２のマッピング距離（ＤＴＭ）を有するこ
とができる。様々な実施形態では、４６データトーンブロックは２または２３のマッピン
グ距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、４８データトーンブロッ
クは、２、３、４、６、８、１２、１６、または２４のマッピング距離（ＤＴＭ）を有す
ることができる。
【０１１１】
　[00131]様々な実施形態では、９６データトーンブロックは、２、３、４、６、８、１
２、１６、２４、３２、または４８のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。
様々な実施形態では、９８データトーンブロックは、２、７、１４、または４９のマッピ
ング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、１００データトーンブ
ロックは、２、４、５、１０、２０、２５、または５０のマッピング距離（ＤＴＭ）を有
することができる。様々な実施形態では、１０２データトーンブロックは、２、３、６、
１７、３４、または５１のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施
形態では、１０４データトーンブロックは、２、４、８、１３、２６、または５２のマッ
ピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、１０６データトーン
ブロックは２または５３のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。
【０１１２】
　[00132]様々な実施形態では、２１６データトーンブロックは、２、３、４、６、８、
９、１２、１８、２４、２７、３６、５４、７２、または１０８のマッピング距離（ＤＴ
Ｍ）を有することができる。様々な実施形態では、２１８データトーンブロックは２また
は１０９のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、２２
０データトーンブロックは、２、４、５、１０、１１、２０、２２、４４、５５、または
１１０のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、２２２
データトーンブロックは、２、３、６、３７、７４、または１１１のマッピング距離（Ｄ
ＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、２２４データトーンブロックは、２
、４、７、８、１４、１６、２８、３２、５６、または１１２のマッピング距離（ＤＴＭ
）を有することができる。様々な実施形態では、２２５データトーンブロックは、３、５
、９、１５、２５、４５、または７５のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる
。様々な実施形態では、２２６データトーンブロックは２または１１３のマッピング距離
（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、２２８データトーンブロックは
、２、３、４、６、１２、１９、３８、５７、７６、または１１４のマッピング距離（Ｄ
ＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、２３０データトーンブロックは、２
、５、１０、２３、４６、または１１５のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができ
る。様々な実施形態では、２３２データトーンブロックは、２、４、８、２９、５８、ま
たは１１６のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。
【０１１３】
　[00133]様々な実施形態では、４７４データトーンブロックは、２、３、６、７９、１
５８、または２３７のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態
では、４７６データトーンブロックは、２、４、７、１４、１７、２８、３４、６８、１
１９、または２３８のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態
では、４８０データトーンブロックは、２、３、４、５、６、８、１０、１２、１５、１
６、２０、２４、３０、３２、４０、４８、６０、８０、９６、１２０、１６０、または
２４０のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。
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【０１１４】
　[00134]様々な実施形態では、９４８データトーンブロックは、２、３、４、６、１２
、７９、１５８、２３７、３１６、または４７４のマッピング距離（ＤＴＭ）を有するこ
とができる。様々な実施形態では、９６０データトーンブロックは、２、３、４、５、６
、８、１０、１２、１５、１６、２０、２４、３０、３２、４０、４８、６０、６４、８
０、９６、１２０、１６０、１９２、２４０、３２０、または４８０のマッピング距離（
ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、９７２データトーンブロックは、
２、３、４、６、９、１２、１８、２７、３６、５４、８１、１０８、１６２、２４３、
３２４、または４８６のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形
態では、９８０データトーンブロックは、２、４、５、７、１０、１４、２０、２８、３
５、４９、７０、９８、１４０、１９６、２４５、または４９０のマッピング距離（ＤＴ
Ｍ）を有することができる。様々な実施形態では、９８４データトーンブロックは、２、
３、４、６、８、１２、２４、４１、８２、１２３、１６４、２４６、３２８、または４
９２のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、９９０デ
ータトーンブロックは、２、３、５、６、９、１０、１１、１５、１８、２２、３０、３
３、４５、５５、６６、９０、９９、１１０、１６５、１９８、３３０、または４９５の
マッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。様々な実施形態では、９９６データト
ーンブロックは、２、３、４、６、１２、８３、１６６、２４９、３３２、または４９８
のマッピング距離（ＤＴＭ）を有することができる。
【０１１５】
　[00135]図１８は、様々なデータトーン数（Ｎｄａｔａ）のための例示的な変調および
コーディング方式（ＭＣＳ）有効性（validity）を示すチャートである。チャートは、８
つの空間ストリームまでの空間ストリームのためのＭＣＳ０～ＭＣＳ９についての無効な
(invalid)ＭＣＳシナリオを示す。ＭＣＳ有効性は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ仕様にお
いて定義されている。概して、ＭＣＳが有効であるかどうかを決定するためのルールは、
各空間ストリームのための単一のサブキャリアごとのコード化ビット数（ＮＢＰＳＣＳ）
が、符号化ストリーム数の整数倍でなければならないことである。さらに、符号化ストリ
ームごとのコード化ビット数は、コードレートにおける分母の整数倍でなければならない
。したがって、いくつかのＭＣＳと空間ストリームの組合せは、これらの条件が満たされ
ないとき、無効であり得る。様々な実施形態では、３８データトーンブロックは６つの除
外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、４、５、７、８である。
様々な実施形態では、４０データトーンブロックは６つの除外を含む。たとえば、ここで
、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、４、５、７、８である。様々な実施形態では、４２デ
ータトーンブロックは０個の除外を含む。様々な実施形態では、４４データトーンブロッ
クは６つの除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、４、５、７
、８である。様々な実施形態では、４６データトーンブロックは６つの除外を含む。たと
えば、ここで、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、４、５、７、８である。様々な実施形態
では、４８データトーンブロックは０個の除外を含む。様々な実施形態では、９６データ
トーンブロックは２つの除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝７、８
である。様々な実施形態では、９８データトーンブロックは８つの除外を含む。たとえば
、ここで、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝５、７であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、４、
５、７、８である。様々な実施形態では、１００データトーンブロックは６つの除外を含
む。たとえば、ここで、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、４、５、７、８である。様々な
実施形態では、１０２データトーンブロックは４つの除外を含む。たとえば、ここで、Ｍ
ＣＳ６およびＮｓｓ＝５、７、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝７、８である。様々な実施形態で
は、１０４データトーンブロックは６つの除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ９およ
びＮｓｓ＝１、２、４、５、７、８である。様々な実施形態では、１０６データトーンブ
ロックは８つの除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝５、７であり、
ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、４、５、７、８である。
【０１１６】
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　[00136]様々な実施形態では、２１６データトーンブロックは２つの除外を含む。たと
えば、ここで、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝７、８である。様々な実施形態では、２１８デー
タトーンブロックは１７個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝７
であり、ＭＣＳ５およびＮｓｓ＝５、７であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝３、７であり、
ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝４、５、７であり、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝７、８であり、ＭＣ
Ｓ９およびＮｓｓ＝１、２、３、４、５、７、８である。様々な実施形態では、２２０デ
ータトーンブロックは１２個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ５およびＮｓｓ＝
５、７であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝４、５であり
、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、３、４、５、７、８である。様々な実施形態では、２
２２データトーンブロックは８つの除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ２およびＮｓ
ｓ＝７であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝３、７であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝７であり
、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝７、８であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝４、８である。様々な
実施形態では、２２４データトーンブロックは１３個の除外を含む。たとえば、ここで、
ＭＣＳ５およびＮｓｓ＝５、７であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝４、５であり、ＭＣＳ８
およびＮｓｓ＝７、８であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、３、４、５、７、８であ
る。様々な実施形態では、２２５データトーンブロックは１７個の除外を含む。たとえば
、ここで、ＭＣＳ０およびＮｓｓ＝１、３、５、７であり、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝１、
３、５、７であり、ＭＣＳ４およびＮｓｓ＝５であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝１、３、
５、７であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝３、６、７であり、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝５で
ある。様々な実施形態では、２２５データトーンブロックは１６個の除外を含む。たとえ
ば、ここで、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ５およびＮｓｓ＝５、７であり、
ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝３、７であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝４、５、７であり、ＭＣ
Ｓ８およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、３、４、５、７、８であ
る。様々な実施形態では、２２８データトーンブロックは４つの除外を含む。たとえば、
ここで、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ９
およびＮｓｓ＝４、８である。様々な実施形態では、２３０データトーンブロックは１５
個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ５および
Ｎｓｓ＝５、７であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝３、７であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝
４、５、７であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、３、４、５、７、８である。様々な
実施形態では、２３２データトーンブロックは１１個の除外を含む。たとえば、ここで、
ＭＣＳ５およびＮｓｓ＝５であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝４、５であり、ＭＣＳ８およ
びＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、３、４、５、７、８である。
【０１１７】
　[00137]図１９は、様々なデータトーン数（Ｎｄａｔａ）のための例示的な変調および
コーディング方式（ＭＣＳ）有効性を示すチャートである。チャートは、８つの空間スト
リームまでの空間ストリームのためのＭＣＳ０～ＭＣＳ９についての無効なＭＣＳシナリ
オを示す。様々な実施形態では、４７４データトーンブロックは１５個の除外を含む。た
とえば、ここで、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝５であり、ＭＣＳ４およびＮｓｓ＝５、７であ
り、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝３、６、７、８であり、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝５、７、８
であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝２、４、６、７、８である。様々な実施形態では、４７
６データトーンブロックは１５個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ３およびＮｓ
ｓ＝５であり、ＭＣＳ４およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝２、５、７、
８であり、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝７、８であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、４、
５、６、７、８である。様々な実施形態では、４８０データトーンブロックは９つの除外
を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝６、８であり、ＭＣＳ８およびＮｓ
ｓ＝５、８であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝２、４、６、７、８である。様々な実施形態
では、９４８データトーンブロックは２７個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ２
およびＮｓｓ＝５、７であり、ＭＣＳ４およびＮｓｓ＝５、７、８であり、ＭＣＳ５およ
びＮｓｓ＝５、６、７、８であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝３、４、５、６、７、８であ
り、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝４、５、７、８であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、３
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、４、５、６、７、８である。様々な実施形態では、９６０データトーンブロックは２１
個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ４およびＮｓｓ＝５、８であり、ＭＣＳ５お
よびＮｓｓ＝５、６、７であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝３、４、６、８であり、ＭＣＳ
８およびＮｓｓ＝４、５、７、８であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝１、２、３、４、５、
６、７、８である。様々な実施形態では、９７２データトーンブロックは２４個の除外を
含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝５、６、７であり、ＭＣＳ４およびＮ
ｓｓ＝３、５、７、８であり、ＭＣＳ５およびＮｓｓ＝６、７、８であり、ＭＣＳ６およ
びＮｓｓ＝２、３、５、６、７、８であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝３、６、７であり、
ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝４、５、６、７、８である。様々な実施形態では、９８０データ
トーンブロックは２３個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ１およびＮｓｓ＝５で
あり、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝５であり、ＭＣＳ４およびＮｓｓ＝８であり、ＭＣＳ５お
よびＮｓｓ＝６、７、８であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝５、６、８であり、ＭＣＳ７お
よびＮｓｓ＝１、５、７、８であり、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝４、６、８であり、ＭＣＳ
９およびＮｓｓ＝１、２、４、５、６、７、８である。様々な実施形態では、９８４デー
タトーンブロックは２９個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝６
、７であり、ＭＣＳ４およびＮｓｓ＝３、５、７、８であり、ＭＣＳ５およびＮｓｓ＝６
、７、８であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝２、３、５、６、７、８であり、ＭＣＳ７およ
びＮｓｓ＝３、６、７、８であり、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝４、５、６、７、８であり、
ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝２、４、６、７、８である。様々な実施形態では、９９０データ
トーンブロックは２０個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ０およびＮｓｓ＝５、
７であり、ＭＣＳ１およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ２およびＮｓｓ＝５であり、ＭＣＳ
４およびＮｓｓ＝５であり、ＭＣＳ５およびＮｓｓ＝７であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝
３、６、８であり、ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝３、５、６、７、８であり、ＭＣＳ８および
Ｎｓｓ＝５、６であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝２、４、５、６である。様々な実施形態
では、９９６データトーンブロックは２７個の除外を含む。たとえば、ここで、ＭＣＳ２
およびＮｓｓ＝５、６、７であり、ＭＣＳ４およびＮｓｓ＝３、５、７であり、ＭＣＳ５
およびＮｓｓ＝７、８であり、ＭＣＳ６およびＮｓｓ＝２、３、５、６、７、８であり、
ＭＣＳ７およびＮｓｓ＝３、６、７、８であり、ＭＣＳ８およびＮｓｓ＝５、６、７、８
であり、ＭＣＳ９およびＮｓｓ＝２、４、６、７、８である。
【０１１８】
　[00138]図２０に、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
通信の例示的な方法のためのフローチャート２０００を示す。本方法は、ＡＰ１０４（図
１）、ＳＴＡ１０６（図１）のいずれか、図２に示されたワイヤレスデバイス２０２、デ
バイス１０１０、１０２０、１０３０、または１０４０（図１０）など、本明細書で説明
するデバイスによって全体的にまたは部分的に実装され得る。本明細書では、図示された
方法について、図１に関して上記で説明したワイヤレス通信システム１００、図２に関し
て上記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１０のシステム１０００に関して説明す
るが、図示された方法は、本明細書で説明する別のデバイス、または任意の他の好適なデ
バイスによって実装され得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では、図示された
方法について、特定の順序に関して説明するが、様々な実施形態では、本明細書のブロッ
クは、異なる順序で実施されるか、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る
。
【０１１９】
　[00139]最初に、ブロック２０１０において、ワイヤレスデバイスが、メッセージのワ
イヤレス通信について、６４トーンプラン、１２８トーンプラン、２５６トーンプラン、
５１２トーンプラン、および１０２４トーンプランのうちの１つから選択する。６４トー
ンプランは、３８個のデータトーン、４０個のデータトーン、４２個のデータトーン、４
４個のデータトーン、４６個のデータトーン、および４８個のデータトーンのうちの１つ
と、６４トーンプランが少なくとも１つの直流トーンを備えるとき、１８個のパイロット
トーン、１６個のパイロットトーン、１４個のパイロットトーン、１２個のパイロットト
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ーン、１０個のパイロットトーン、および８つのパイロットトーンのうちの多くとも１つ
と、６４トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、１４個のパイロット
トーン、１２個のパイロットトーン、１０個のパイロットトーン、８つのパイロットトー
ン、６つのパイロットトーン、および４つのパイロットトーンのうちの多くとも１つと、
６４トーンプランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、１２個のパイロットトー
ン、１０個のパイロットトーン、８つのパイロットトーン、６つのパイロットトーン、お
よび４つのパイロットトーンのうちの多くとも１つとを含む。１２８トーンプランは、９
６個のデータトーン、９８個のデータトーン、１００個のデータトーン、１０２個のデー
タトーン、１０４個のデータトーン、および１０６個のデータトーンのうちの１つと、１
２８トーンプランが少なくとも３つの直流トーンを備えるとき、１８個のパイロットトー
ン、１６個のパイロットトーン、１４個のパイロットトーン、１２個のパイロットトーン
、１０個のパイロットトーン、および８つのパイロットトーンのうちの多くとも１つと、
１２８トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、１６個のパイロットト
ーン、１４個のパイロットトーン、１２個のパイロットトーン、１０個のパイロットトー
ン、８つのパイロットトーン、および６つのパイロットトーンのうちの多くとも１つと、
１２８トーンプランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、１４個のパイロットト
ーン、１２個のパイロットトーン、１０個のパイロットトーン、８つのパイロットトーン
、および６つのパイロットトーンのうちの多くとも１つとを含む。２５６トーンプランは
、２１６個のデータトーン、２１８個のデータトーン、２２０個のデータトーン、２２２
個のデータトーン、２２４個のデータトーン、２２５個のデータトーン、２２６個のデー
タトーン、２２８個のデータトーン、２３０個のデータトーン、および２３０個のデータ
トーンのうちの１つと、２５６トーンプランが少なくとも３つの直流トーンを備えるとき
、２６個のパイロットトーン、２４個のパイロットトーン、２２個のパイロットトーン、
２０個のパイロットトーン、１８個のパイロットトーン、１７個のパイロットトーン、１
６個のパイロットトーン、１４個のパイロットトーン、１２個のパイロットトーン、およ
び１０個のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、２５６トーンプランが少なくとも
５つの直流トーンを備えるとき、２４個のパイロットトーン、２２個のパイロットトーン
、２０個のパイロットトーン、１８個のパイロットトーン、１６個のパイロットトーン、
１５個のパイロットトーン、１４個のパイロットトーン、１２個のパイロットトーン、１
０個のパイロットトーン、および８つのパイロットトーンのうちの多くとも１つと、２５
６トーンプランが少なくとも７つの直流トーンを備えるとき、２２個のパイロットトーン
、２０個のパイロットトーン、１８個のパイロットトーン、１６個のパイロットトーン、
１４個のパイロットトーン、１３個のパイロットトーン、１２個のパイロットトーン、１
０個のパイロットトーン、および８つのパイロットトーンのうちの多くとも１つとを含む
。５１２トーンプランは、４７４個のデータトーン、４７６個のデータトーン、および４
８０個のデータトーンのうちの１つと、５１２トーンプランが少なくとも５つの直流トー
ンを備えるとき、２２個のパイロットトーン、２０個のパイロットトーン、および１６個
のパイロットトーンのうちの多くとも１つと、５１２トーンプランが少なくとも１１個の
直流トーンを備えるとき、１６個のパイロットトーンおよび１４個のパイロットトーンの
うちの多くとも１つとを含む。１０２４トーンプランは、９４８個のデータトーン、９６
０個のデータトーン、９７２個のデータトーン、９８０個のデータトーン、９８４個のデ
ータトーン、９９０個のデータトーン、および９９６個のデータトーンのうちの１つと、
１０２４トーンプランが少なくとも５つの直流トーンを備えるとき、６０個のパイロット
トーン、４８個のパイロットトーン、３６個のパイロットトーン、２８個のパイロットト
ーン、２４個のパイロットトーン、１８個のパイロットトーン、および１２個のパイロッ
トトーンのうちの多くとも１つと、１０２４トーンプランが少なくとも１１個の直流トー
ンを備えるとき、５４個のパイロットトーン、４２個のパイロットトーン、３０個のパイ
ロットトーン、２２個のパイロットトーン、１８個のパイロットトーン、および１２個の
パイロットトーンのうちの多くとも１つとを含む。たとえば、ＡＰ１０４は、図１２～図
１６に関して上記で説明したトーンプランのうちの１つから選択することができる。
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【０１２０】
　[00140]６４トーンプランを選択すると、ブロック２０２０において、ワイヤレスデバ
イスは、５ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する。たとえば、ＡＰ１０
４は、６４トーンプランに従って、アンテナ２１６を介した送信のためにメッセージを送
信機２１０に供給することができる。様々な実施形態では、６４トーンプランは、４ｘシ
ンボル持続時間を有する５ＭＨｚシステムに適用され得る。様々な実施形態では、他の帯
域幅および／またはシンボル持続時間が使用され得る。
【０１２１】
　[00141]１２８トーンプランを選択すると、ブロック２０３０において、ワイヤレスデ
バイスは、１０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する。たとえば、ＡＰ
１０４は、６４トーンプランに従って、アンテナ２１６を介した送信のためにメッセージ
を送信機２１０に供給することができる。様々な実施形態では、１２８トーンプランは、
４ｘシンボル持続時間を有する１０ＭＨｚシステムに適用され得る。様々な実施形態では
、他の帯域幅および／またはシンボル持続時間が使用され得る。
【０１２２】
　[00142]２５６トーンプランを選択すると、ブロック２０４０において、ワイヤレスデ
バイスは、２０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する。たとえば、ＡＰ
１０４は、６４トーンプランに従って、アンテナ２１６を介した送信のためにメッセージ
を送信機２１０に供給することができる。様々な実施形態では、２５６トーンプランは、
４ｘシンボル持続時間を有する２０ＭＨｚシステムに適用され得る。様々な実施形態では
、他の帯域幅および／またはシンボル持続時間が使用され得る。
【０１２３】
　[00143]５１２トーンプランを選択すると、ブロック２０５０において、ワイヤレスデ
バイスは、４０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する。たとえば、ＡＰ
１０４は、６４トーンプランに従って、アンテナ２１６を介した送信のためにメッセージ
を送信機２１０に供給することができる。様々な実施形態では、５１２トーンプランは、
４ｘシンボル持続時間を有する４０ＭＨｚシステムに適用され得る。様々な実施形態では
、他の帯域幅および／またはシンボル持続時間が使用され得る。
【０１２４】
　[00144]１０２４トーンプランを選択すると、ブロック２０６０において、ワイヤレス
デバイスは、８０ＭＨｚ帯域幅上での送信のためにメッセージを供給する。たとえば、Ａ
Ｐ１０４は、６４トーンプランに従って、アンテナ２１６を介した送信のためにメッセー
ジを送信機２１０に供給することができる。様々な実施形態では、１０２４トーンプラン
は、４ｘシンボル持続時間を有する８０ＭＨｚシステムに適用され得る。様々な実施形態
では、他の帯域幅および／またはシンボル持続時間が使用され得る。
【０１２５】
　[00145]様々な実施形態では、本方法は、たとえば６４トーンプランに従って、符号化
データをインターリーブすることをさらに含むことができる。本方法は、インターリーブ
された符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされたビットを生成
することをさらに含むことができる。前記インターリーブすることは、最高４つの空間ス
トリームについて、１～１６のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデ
ックスと、［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転とを使用することを含むことが
できる。前記インターリーブすることは、４より多い空間ストリームについて、１～１０
のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックスと、［０　４　２　６
　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１　４］のベースサブキャリア回
転とを使用することを含むことができる。本明細書では、平均サブキャリア距離を最大に
するインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の回転インデックス
が使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）任意の他
の回転インデックスが使用され得る。本方法は、１つまたは複数の空間ストリームを介し
て一連のインターリーブされたビットを送信することをさらに含むことができる。たとえ
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ば、図１１を参照すると、インターリービングシステム１０１４は、１つまたは複数の空
間ストリームのために一連のインターリーブされたビットを生成することができる。１つ
または複数の空間ストリームのためにインターリーブすることは、図１２～図１６に記載
のインターリーバ深度を使用して、１２データトーンブロックを使用することを含むこと
ができる。
【０１２６】
　[00146]様々な実施形態では、一連のインターリーブされたビットは、１つまたは複数
の空間ストリームを介して送信され得る。たとえば、図１１を参照すると、一連のインタ
ーリーブされたビットは、送信回路１１１０ａ～１１１０ｃとアンテナ１１１２ａ～１１
１２ｃとを使用して送信され得る。様々な実施形態では、前記インターリーブすることは
、３８のデータトーンブロックのための２または１９のインターリーバ深度と、４０のデ
ータトーンブロックのための２、４、５、８、１０、または２０のインターリーバ深度と
、４２のデータトーンブロックのための２、３、６、７、１４、または２１のインターリ
ーバ深度と、４４のデータトーンブロックのための２、４、１１、または２２のインター
リーバ深度と、４６のデータトーンブロックのための２または２３のインターリーバ深度
と、４８のデータトーンブロックのための２、３、４、６、８、１２、１６、または２４
のインターリーバ深度とを使用することのうちの少なくとも１つをさらに含むことができ
る。
【０１２７】
　[00147]様々な実施形態では、本方法は、たとえば１２８トーンプランに従って、符号
化データをインターリーブすることをさらに含むことができる。本方法は、インターリー
ブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされたビットを生
成することをさらに含むことができる。前記インターリーブすることは、最高４つの空間
ストリームについて、１～３１のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転イン
デックスと、［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転とを使用することを含むこと
ができる。前記インターリーブすることは、４より多い空間ストリームについて、１～１
８のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックスと、［０　４　２　
６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１　４］のベースサブキャリア
回転とを使用することを含むことができる。本明細書では、平均サブキャリア距離を最大
にするインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の回転インデック
スが使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）任意の
他の回転インデックスが使用され得る。本方法は、１つまたは複数の空間ストリームを介
して一連のインターリーブされたビットを送信することをさらに含むことができる。たと
えば、図１１を参照すると、インターリービングシステム１０１４は、１つまたは複数の
空間ストリームのために一連のインターリーブされたビットを生成することができる。１
つまたは複数の空間ストリームのためにインターリーブすることは、図１２～図１６に記
載のインターリーバ深度を使用して、１２データトーンブロックを使用することを含むこ
とができる。
【０１２８】
　[00148]様々な実施形態では、一連のインターリーブされたビットは、１つまたは複数
の空間ストリームを介して送信され得る。たとえば、図１１を参照すると、一連のインタ
ーリーブされたビットは、送信回路１１１０ａ～１１１０ｃとアンテナ１１１２ａ～１１
１２ｃとを使用して送信され得る。様々な実施形態では、前記インターリーブすることは
、９６のデータトーンブロックのための２、３、４、６、８、１２、１６、２４、３２、
または４８のインターリーバ深度と、９８のデータトーンブロックのための２、７、１４
、または４９のインターリーバ深度と、１００のデータトーンブロックのための２、４、
５、１０、２０、２５、または５０のインターリーバ深度と、１０２のデータトーンブロ
ックのための２、３、６、１７、３４、または５１のインターリーバ深度と、１０４のデ
ータトーンブロックのための２、４、８、１３、２６、または５２のインターリーバ深度
と、１０６のデータトーンブロックのための２または５３のインターリーバ深度とを使用
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することのうちの少なくとも１つをさらに含むことができる。
【０１２９】
　[00149]様々な実施形態では、本方法は、たとえば２５６トーンプランに従って、符号
化データをインターリーブすることをさらに含むことができる。本方法は、インターリー
ブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされたビットを生
成することをさらに含むことができる。前記インターリーブすることは、最高４つの空間
ストリームについて、５０～６２のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転イ
ンデックスと、［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転とを使用することを含むこ
とができる。前記インターリーブすることは、４より多い空間ストリームについて、１～
３３のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックスと、［０　４　２
　６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１　４］のベースサブキャリ
ア回転とを使用することを含むことができる。本明細書では、平均サブキャリア距離を最
大にするインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の回転インデッ
クスが使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる）任意
の他の回転インデックスが使用され得る。本方法は、１つまたは複数の空間ストリームを
介して一連のインターリーブされたビットを送信することをさらに含むことができる。た
とえば、図１１を参照すると、インターリービングシステム１０１４は、１つまたは複数
の空間ストリームのために一連のインターリーブされたビットを生成することができる。
１つまたは複数の空間ストリームのためにインターリーブすることは、図１２～図１６に
記載のインターリーバ深度を使用して、１２データトーンブロックを使用することを含む
ことができる。
【０１３０】
　[00150]様々な実施形態では、一連のインターリーブされたビットは、１つまたは複数
の空間ストリームを介して送信され得る。たとえば、図１１を参照すると、一連のインタ
ーリーブされたビットは、送信回路１１１０ａ～１１１０ｃとアンテナ１１１２ａ～１１
１２ｃとを使用して送信され得る。様々な実施形態では、前記インターリーブすることは
、２１６のデータトーンブロックのための２、３、４、６、８、９、１２、１８、２４、
２７、３６、５４、７２、または１０８のインターリーバ深度と、２１８のデータトーン
ブロックのための２または１０９のインターリーバ深度と、２２０のデータトーンブロッ
クのための２、４、５、１０、１１、２０、２２、４４、５５、または１１０のインター
リーバ深度と、２２２のデータトーンブロックのための２、３、６、３７、７４、または
１１１のインターリーバ深度と、２２４のデータトーンブロックのための２、４、７、８
、１４、１６、２８、３２、５６、または１１２のインターリーバ深度と、２２５のデー
タトーンブロックのための３、５、９、１５、２５、４５、または７５のインターリーバ
深度と、２２６のデータトーンブロックのための２または１１３のインターリーバ深度と
、２２８のデータトーンブロックのための２、３、４、６、１２、１９、３８、５７、７
６、または１１４のインターリーバ深度と、２３０のデータトーンブロックのための２、
５、１０、２３、４６、または１１５のインターリーバ深度と、２３２のデータトーンブ
ロックのための２、４、８、２９、５８、または１１６のインターリーバ深度とを使用す
ることのうちの少なくとも１つをさらに含むことができる。
【０１３１】
　[00151]様々な実施形態では、本方法は、たとえば５１２トーンプランに従って、符号
化データをインターリーブすることをさらに含むことができる。本方法は、インターリー
ブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされたビットを生
成することをさらに含むことができる。前記インターリーブすることは、最高４つの空間
ストリームについて、１１３～１２７のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回
転インデックスと、［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転とを使用することを含
むことができる。前記インターリーブすることは、４より多い空間ストリームについて、
５４～６６のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックスと、［０　
４　２　６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１　４］のベースサブ
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キャリア回転とを使用することを含むことができる。本明細書では、平均サブキャリア距
離を最大にするインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の回転イ
ンデックスが使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加させる
）任意の他の回転インデックスが使用され得る。本方法は、１つまたは複数の空間ストリ
ームを介して一連のインターリーブされたビットを送信することをさらに含むことができ
る。たとえば、図１１を参照すると、インターリービングシステム１０１４は、１つまた
は複数の空間ストリームのために一連のインターリーブされたビットを生成することがで
きる。１つまたは複数の空間ストリームのためにインターリーブすることは、図１２～図
１６に記載のインターリーバ深度を使用して、１２データトーンブロックを使用すること
を含むことができる。
【０１３２】
　[00152]様々な実施形態では、一連のインターリーブされたビットは、１つまたは複数
の空間ストリームを介して送信され得る。たとえば、図１１を参照すると、一連のインタ
ーリーブされたビットは、送信回路１１１０ａ～１１１０ｃとアンテナ１１１２ａ～１１
１２ｃとを使用して送信され得る。様々な実施形態では、前記インターリーブすることは
、４７４のデータトーンブロックのための２、３、６、７９、１５８、または２３７のイ
ンターリーバ深度と、４７６のデータトーンブロックのための２、４、７、１４、１７、
２８、３４、６８、１１９、または２３８のインターリーバ深度と、４８０のデータトー
ンブロックのための２、３、４、５、６、８、１０、１２、１５、１６、２０、２４、３
０、３２、４０、４８、６０、８０、９６、１２０、１６０、または２４０のインターリ
ーバ深度とを使用することのうちの少なくとも１つをさらに含むことができる。
【０１３３】
　[00153]様々な実施形態では、本方法は、たとえば１０２４トーンプランに従って、符
号化データをインターリーブすることをさらに含むことができる。本方法は、インターリ
ーブされた符号化データに基づいて、送信のために一連のインターリーブされたビットを
生成することをさらに含むことができる。前記インターリーブすることは、最高４つの空
間ストリームについて、２３２～２５４のうちの少なくとも１つのインターリーブされた
回転インデックスと、［０　２　１　３］のベースサブキャリア回転とを使用することを
含むことができる。前記インターリーブすることは、４より多い空間ストリームについて
、１１３～１３０のうちの少なくとも１つのインターリーブされた回転インデックスと、
［０　４　２　６　１　５　３　７］または［０　５　２　７　３　６　１　４］のベー
スサブキャリア回転とを使用することを含むことができる。本明細書では、平均サブキャ
リア距離を最大にするインデックスの一例として［０　５　２　７　３　６　１　４］の
回転インデックスが使用されているが、平均サブキャリア距離を最大にする（または増加
させる）任意の他の回転インデックスが使用され得る。本方法は、１つまたは複数の空間
ストリームを介して一連のインターリーブされたビットを送信することをさらに含むこと
ができる。たとえば、図１１を参照すると、インターリービングシステム１０１４は、１
つまたは複数の空間ストリームのために一連のインターリーブされたビットを生成するこ
とができる。１つまたは複数の空間ストリームのためにインターリーブすることは、図１
２～図１６に記載のインターリーバ深度を使用して、１２データトーンブロックを使用す
ることを含むことができる。
【０１３４】
　[00154]様々な実施形態では、一連のインターリーブされたビットは、１つまたは複数
の空間ストリームを介して送信され得る。たとえば、図１１を参照すると、一連のインタ
ーリーブされたビットは、送信回路１１１０ａ～１１１０ｃとアンテナ１１１２ａ～１１
１２ｃとを使用して送信され得る。様々な実施形態では、前記インターリーブすることは
、９４８のデータトーンブロックのための２、３、４、６、１２、７９、１５８、２３７
、３１６、または４７４のインターリーバ深度と、９６０のデータトーンブロックのため
の２、３、４、５、６、８、１０、１２、１５、１６、２０、２４、３０、３２、４０、
４８、６０、６４、８０、９６、１２０、１６０、１９２、２４０、３２０、または４８
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０のインターリーバ深度と、９７２のデータトーンブロックのための２、３、４、６、９
、１２、１８、２７、３６、５４、８１、１０８、１６２、２４３、３２４、または４８
６のインターリーバ深度と、９８０のデータトーンブロックのための２、４、５、７、１
０、１４、２０、２８、３５、４９、７０、９８、１４０、１９６、２４５、または４９
０のインターリーバ深度と、９８４のデータトーンブロックのための２、３、４、６、８
、１２、２４、４１、８２、１２３、１６４、２４６、３２８、または４９２のインター
リーバ深度と、９９０のデータトーンブロックのための２、３、５、６、９、１０、１１
、１５、１８、２２、３０、３３、４５、５５、６６、９０、９９、１１０、１６５、１
９８、３３０、または４９５のインターリーバ深度と、９９６のデータトーンブロックの
ための２、３、４、６、１２、８３、１６６、２４９、３３２、または４９８のインター
リーバ深度とを使用することのうちの少なくとも１つをさらに含むことができる。
【０１３５】
　[00155]一実施形態では、図１１に示された方法は、選択回路と、供給回路と、インタ
ーリービング回路とを含むことができるワイヤレスデバイスにおいて実装され得る。ワイ
ヤレスデバイスは、本明細書で説明する簡略化されたワイヤレスデバイスよりも多くの構
成要素を有することができることを、当業者は諒解されよう。本明細書で説明するワイヤ
レスデバイスは、特許請求の範囲内の実装形態のいくつかの顕著な特徴を説明するのに有
用な構成要素のみを含む。
【０１３６】
　[00156]選択回路は、メッセージのワイヤレス通信のためにトーンプランを選択するこ
とように構成され得る。一実施形態では、選択回路は、フローチャート２０００（図２０
）のブロック２０１０を実装するように構成され得る。選択回路は、ＤＳＰ２２０（図２
）、プロセッサ２０４（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を
含むことができる。いくつかの実装形態では、選択するための手段は選択回路を含むこと
ができる。
【０１３７】
　[00157]供給回路は、選択されたトーンプランに従って送信のためにメッセージを供給
するように構成され得る。一実施形態では、供給回路は、フローチャート２０００（図２
０）のブロック２０２０～２０６０のいずれかを実装するように構成され得る。供給回路
は、送信機２１０（図２）、トランシーバ２１４（図２）、プロセッサ２０４（図２）、
ＤＳＰ２２０（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むこと
ができる。いくつかの実装形態では、供給するための手段は供給回路を含むことができる
。
【０１３８】
　[00158]インターリービング回路は、送信のためにデータをインターリーブするように
構成され得る。インターリービング回路は、インターリービングシステム１０１４（図１
０）、ストリームパーサ１１０６（図１１）、インターリーバ１１０８Ａ～１１０８Ｃ（
図１１）のいずれか、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ２２０（図２）、およびメモリ
２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実装形態では、
インターリーブするための手段はインターリービング回路を含むことができる。
【０１３９】
　[00159]様々な実施形態では、６４トーンプラン（または他のサイズのトーンプラン）
は、有利には、５２トーンＲＵにおいて４８個のデータトーンと４つのパイロットトーン
とを含むことができる。様々な実施形態では、１２８トーンプラン（または他のサイズの
トーンプラン）は、有利には、１０６トーンＲＵにおいて１０２個のデータトーンと４つ
のパイロットトーンとを含むことができる。様々な実施形態では、図２１に関して以下で
説明するこの構成は、本明細書で説明する他のトーンプランに勝るいくつかの利点を与え
ることができる。
【０１４０】
　[00160]図２１に、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレス
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通信の例示的な方法のためのフローチャート２１００を示す。本方法は、ＡＰ１０４（図
１）、ＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄ（図１）のいずれか、図２に示されたワイヤレスデバイ
ス２０２、および／またはデバイス１０１０、１０２０、１０３０、または１０４０（図
１０）など、本明細書で説明するデバイスによって全体的にまたは部分的に実装され得る
。本明細書では、図示された方法について、図１に関して上記で説明したワイヤレス通信
システム１００、図２に関して上記で説明したワイヤレスデバイス２０２、図１０のシス
テム１０００、ならびに図３～図９および図１２～図１９のトーンプランに関して説明す
るが、図示された方法は、本明細書で説明する別のデバイス、または任意の他の好適なデ
バイスによって実装され得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では、図示された
方法について、特定の順序に関して説明するが、様々な実施形態では、本明細書のブロッ
クは、異なる順序で実施されるか、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る
。
【０１４１】
　[00161]最初に、ブロック２１１０において、ワイヤレスデバイスは、６４トーンプラ
ンと１２８トーンプランとのうちの少なくとも１つに従ってワイヤレス通信のためのメッ
セージを生成する。６４トーンプランは、４８個のデータトーンと４つのパイロットトー
ンとを含む。１２８トーンプランは、１０２個のデータトーンと４つのパイロットトーン
とを含む。たとえば、ワイヤレスデバイスは、図３～図９および図１２～図１９に関して
上記で説明した、６４トーンプランまたは１２８トーンプランに従ってメッセージを生成
することができる。
【０１４２】
　[00162]様々な実施形態では、６４トーンプランまたは１２８に従ってメッセージを生
成することは、複数のデータビットを符号化することと、符号化ビットのストリームをパ
ースすることと、符号化ビットをインターリーブすることと、データビットを指定された
数のＯＦＤＭデータトーンにマッピングすることと、ビットのパイロットシーケンスを指
定された数のパイロットＯＦＤＭトーンにマッピングすることと、ヌルデータビットを指
定された数の左ガードトーン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピングすること
と、のうちの１つまたは複数を含むことができる。たとえば、エンコーダ１１０４（図１
１）はデータビットを符号化することができる。ストリームパーサ１１０６（図１１）は
符号化データビットをパースすることができる。インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ
（図１１）はパースされたデータをインターリーブする。６４トーンプランの場合、変調
器１１０２ａ～１１０２ｃ（図１１）は、データビットを４８個のＯＦＤＭデータトーン
にマッピングし、ビットのパイロットシーケンスを４つのパイロットＯＦＤＭトーンにマ
ッピングし、ヌルデータビットをガードトーンおよびＤＣトーンとして使用するために１
２個の残りのトーンにマッピングすることができる。１２８トーンプランの場合、変調器
１１０２ａ～１１０８ｃ（図１１）は、データビットを１０２個のＯＦＤＭデータトーン
にマッピングし、ビットのパイロットシーケンスを４つのパイロットＯＦＤＭトーンにマ
ッピングし、ヌルデータビットをガードトーンおよびＤＣトーンとして使用するために２
２個の残りのトーンにマッピングすることができる。
【０１４３】
　[00163]次に、ブロック２１２０において、ワイヤレスデバイスは送信のためにメッセ
ージを供給する。たとえば、ＡＰ１０４は、アンテナ２１６を介した送信のためにメッセ
ージを送信機２１０に供給することができる。
【０１４４】
　[00164]様々な実施形態では、送信のためにメッセージを供給することは、複数のデー
タビットを符号化することと、符号化ビットのストリームをパースすることと、符号化ビ
ットをインターリーブすることと、データビットを指定された数のＯＦＤＭデータトーン
にマッピングすることと、ビットのパイロットシーケンスを指定された数のパイロットＯ
ＦＤＭトーンにマッピングすることと、ヌルデータビットを指定された数の左ガードトー
ン、右ガードトーン、およびＤＣトーンにマッピングすることと、のうちの１つまたは複
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数を含むことができる。たとえば、プロセッサ２０４（図２）は、１０２４トーンプラン
に従って複数のデータビットを編成することができる。エンコーダ１１０４（図１１）は
データビットを符号化することができる。ストリームパーサ１１０６（図１１）は符号化
データビットをパースすることができる。インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ（図１
１）はパースされたデータをインターリーブする。変調器１１０２ａ～１１０２ｃ（図１
１）は、送信機１１１０ａ～１１１０ｃ（図１１）を介した送信のためにインターリーブ
されたデータを変調することができる。
【０１４５】
　[00165]様々な実施形態では、本方法は、１６のインターリーバ深度と１１のベースサ
ブキャリア回転とを使用して、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージの
ために、符号化データをインターリーブすることをさらに含むことができる。様々な実施
形態では、本方法は、メッセージを送信するために使用される各空間ストリームのための
単一のサブキャリアごとのコード化ビット数の３倍に等しい数のインターリーバ行を使用
して、５２個のトーンのセットに従って生成されたメッセージのために、符号化データを
インターリーブすることをさらに含むことができる。様々な実施形態では、本方法は、１
７のインターリーバ深度と２９のベースサブキャリア回転とを使用して、１０６個のトー
ンのセットに従って生成されたメッセージのために、符号化データをインターリーブする
ことをさらに含むことができる。様々な実施形態では、本方法は、メッセージを送信する
ために使用される各空間ストリームのための単一のサブキャリアごとのコード化ビット数
の６倍に等しい数のインターリーバ行を使用して、１０６個のトーンのセットに従って生
成されたメッセージのために、符号化データをインターリーブすることをさらに含むこと
ができる。
【０１４６】
　[00166]様々な実施形態では、本方法は、３の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）ト
ーンマッピング距離（ＤＴＭ）を使用して、５２個のトーンのセットに従って生成された
メッセージのために、メッセージのトーンをマッピングすることをさらに含むことができ
る。様々な実施形態では、本方法は、６の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマ
ッピング距離（ＤＴＭ）を使用して、１０６個のトーンのセットに従って生成されたメッ
セージのために、メッセージのトーンをマッピングすることをさらに含むことができる。
様々な実施形態では、本方法は、バイナリ畳み込みコードインターリービングを使用する
とき、４つ以下の空間ストリーム上での送信のためにメッセージを供給することをさらに
含むことができる。
【０１４７】
　[00167]いくつかの実施形態では、トーンマッピングのプロセスは、符号化データビッ
トのコンスタレーションポイントをＯＦＤＭサブキャリアに関連付けることを含むことが
できる。各トーンがそれにマッピングされるＯＦＤＭサブキャリアは、示されたサブキャ
リア数だけ分離され得る。たとえば、そのようなマッピングは複数のデータビットを符号
化することと、それらの符号化ビットを直交振幅変調（ＱＡＭ）シンボルにマッピングす
ることとを含むことができる。マッピングは、第１のＱＡＭシンボルを第１のデータトー
ンにマッピングすること、第２のＱＡＭシンボルを第（１＋ＤＴＭ）のデータトーンにマ
ッピングすること、第３のＱＡＭシンボルを第（１＋２＊ＤＴＭ）のデータトーンにマッ
ピングすることなどをさらに含むことができる。マッピングは、たとえば、第４９のＱＡ
Ｍシンボルが第９６０のデータトーンにマッピングされ、第５０のＱＡＭシンボルが第２
のデータトーンにマッピングされ、第５１のＱＡＭシンボルが第（２＋Ｄ＿ＴＭ）のデー
タトーンにマッピングされるなどのように、ラップアラウンドする（wrap around）こと
ができる。
【０１４８】
　[00168]様々な実施形態では、本方法は、たとえば、図１のＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄ
などの移動局上で実施され得る。送信のためにメッセージを供給することは、移動局をサ
ービスするアクセスポイント（たとえば、図１のＡＰ１０４）に、移動局の送信機（たと
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えば、図２の送信機２１０）およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２１６）を通し
てメッセージを送信することを含むことができる。様々な実施形態では、本方法は、たと
えば、図１のＡＰ１０４などのアクセスポイント上で実施され得る。送信のためにメッセ
ージを供給することは、アクセスポイントによってサービスされる移動局（たとえば、図
１のＳＴＡ１０６Ａ）に、アクセスポイントの送信機（たとえば、図２の送信機２１０）
およびアンテナ（たとえば、図２のアンテナ２１６）を通してメッセージを送信すること
を含むことができる。
【０１４９】
　[00169]様々な実施形態では、図２１の方法は、図２０の方法に示された１つまたは複
数のブロックを含むことができる。たとえば、本方法は、図２０のブロック２０１０に関
して上記で説明したように、６４トーンプラン、１２８トーンプラン、２５６トーンプラ
ン、５１２トーンプラン、および１０２４トーンプランのうちの１つから選択することを
含むことができる。２５６トーンプラン、５１２トーンプラン、および１０２４トーンプ
ランは、図３～図９および図１２～図１９に関して上記で説明した特性のいずれかを有す
ることができる。
【０１５０】
　[00170]一実施形態では、図２１に示された方法は、生成回路と供給回路とを含むこと
ができるワイヤレスデバイスにおいて実装され得る。ワイヤレスデバイスは、本明細書で
説明する簡略化されたワイヤレスデバイスよりも多くの構成要素を有することができるこ
とを、当業者は諒解されよう。本明細書で説明するワイヤレスデバイスは、特許請求の範
囲内の実装形態のいくつかの顕著な特徴を説明するのに有用な構成要素のみを含む。
【０１５１】
　[00171]生成回路は、６４トーンプランまたは１２８トーンプランに従ってメッセージ
を生成するように構成され得る。一実施形態では、生成回路は、フローチャート２１００
（図２１）のブロック２１１０を実装するように構成され得る。生成回路は、ＤＳＰ２２
０（図２）、プロセッサ２０４（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまた
は複数を含むことができる。いくつかの実装形態では、生成するための手段は生成回路を
含むことができる。
【０１５２】
　[00172]供給回路は、送信のためにメッセージを供給するように構成され得る。一実施
形態では、供給回路は、フローチャート２１００（図２１）のブロック２１２０を実装す
るように構成され得る。供給回路は、送信機２１０（図２）、トランシーバ２１４（図２
）、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ２２０（図２）、アンテナ２１６（図２）、およ
びメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。いくつかの実装形
態では、供給するための手段は供給回路を含むことができる。
【０１５３】
　[00173]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスはマッピング回路をさらに含むこと
ができる。マッピング回路は、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）トーンマッピング距
離（ＤＴＭ）を使用してメッセージのトーンをマッピングするように構成され得る。様々
な実施形態では、ＤＴＭは３または６のうちの１つであり得る。マッピング回路は、ＤＳ
Ｐ２２０（図２）、プロセッサ２０４（図２）、メモリ２０６（図２）、インターリービ
ングシステム１０１４（図１０）、インターリーバ１１０８ａ～１１０８ｃ（図１１）、
および変調器１１０２ａ～１１０２ｃ（図１１）のうちの１つまたは複数を含むことがで
きる。いくつかの実装形態では、マッピングするための手段は生成回路を含むことができ
る。
【０１５４】
　[00174]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイスは送信回路をさらに含むことができ
る。送信回路は、たとえば、移動局またはアクセスポイントの送信機およびアンテナを通
して、メッセージを送信するように構成され得る。送信回路は、送信機２１０（図２）、
トランシーバ２１４（図２）、プロセッサ２０４（図２）、ＤＳＰ２２０（図２）、アン
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テナ２１６（図２）、およびメモリ２０６（図２）のうちの１つまたは複数を含むことが
できる。いくつかの実装形態では、送信するための手段は送信回路を含むことができる。
【０１５５】
　[00175]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによっ
て表され得る。
【０１５６】
　[00176]本開示で説明した実装形態への様々な修正は当業者には容易に明らかであり得
、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の実
装形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で示した実装形態に限定される
ものではなく、本明細書で開示する特許請求の範囲、原理および新規の特徴に一致する、
最も広い範囲を与られるべきである。「例示的」という単語は、本明細書ではもっぱら「
例、事例、または例示の働きをすること」を意味するために使用される。「例示的」とし
て本明細書で説明するいかなる実装形態も、必ずしも他の実装形態よりも好ましいまたは
有利であると解釈されるべきではない。
【０１５７】
　[00177]また、別個の実装形態に関して本明細書で説明したいくつかの特徴は、単一の
実装形態において組合せで実装され得る。また、逆に、単一の実装形態に関して説明した
様々な特徴は、複数の実装形態において別個に、あるいは任意の好適な部分組合せで実装
され得る。その上、特徴は、いくつかの組合せで働くものとして上記で説明され、初めに
そのように請求されることさえあるが、請求される組合せからの１つまたは複数の特徴は
、場合によってはその組合せから削除され得、請求される組合せは、部分組合せ、または
部分組合せの変形形態を対象とし得る。
【０１５８】
　[00178]本明細書で使用される、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は
、単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、
またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ
－ｂ－ｃを包含するものとする。
【０１５９】
　[00179]上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェ
アおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モ
ジュールなど、それらの動作を実施することが可能な任意の好適な手段によって実施され
得る。概して、図に示すどの動作も、その動作を実施することが可能な対応する機能的手
段によって実施され得る。
【０１６０】
　[00180]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェ
ア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実施するように設計されたそれらの任意
の組合せを用いて実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり
得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバ
イスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他
のそのような構成として実装され得る。
【０１６１】
　[00181]１つまたは複数の態様では、説明した機能はハードウェア、ソフトウェア、フ



(49) JP 2017-527180 A 2017.9.14

10

20

30

40

ァームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される
場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶
されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体
は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を
含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによっ
てアクセスされ得る利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコン
ピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは
他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス
、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶する
ために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備えること
ができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk
）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク
（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディス
ク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディ
スク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様で
は、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備
えることができる。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は一時的コンピ
ュータ可読媒体（たとえば、信号）を備えることができる。上記の組合せもコンピュータ
可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１６２】
　[00182]本明細書で開示した方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたは
アクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクション
の順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１６３】
　[00183]さらに、本明細書で説明した方法および技法を実施するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によっ
てダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たと
えば、そのようなデバイスは、本明細書で説明した方法を実施するための手段の転送を可
能にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、ユ
ーザ端末および／または基地局が記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディ
スク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）をデバイスに結合する
かまたは与えると様々な方法を得ることができるように、記憶手段によって提供され得る
。その上、本明細書で説明した方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の好適
な技法が利用され得る。
【０１６４】
　[00184]上記は本開示の態様を対象とするが、それの基本的範囲から逸脱することなく
本開示の他の態様およびさらなる態様が考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範囲
によって決定される。
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